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概要情報 

農林水産業システムの名称 

 三方五湖の汽水湖沼群漁業システム 

日本農業遺産の認定年月日 ： 平成３１年２月１５日 

認定団体 

・団 体 名：三方五湖世界農業遺産推進協議会 

・組織構成：福井県、美浜町、若狭町、美浜町漁業協同組合、南西郷漁業協同組合、鳥浜

漁業協同組合、海山漁業協同組合、敦賀美方農業協同組合、れいなん森林組

合、一般社団法人若狭美浜観光協会、一般社団法人若狭三方五湖観光協会 

認定地域の位置 

・認定地域名： 

 福井県三方五
み か た ご

湖
こ

地域（美浜町、若狭町 ２町） 

・認定地域の位置に関する説明： 

日本の中央部、福井県の西部に位置す

る。水でつながる湖沼群は北側が日本

海につながる。 

・地理座標（緯度経度）： 

 35°35'00.0"N、135°53'00.0"E  

主要都市から認定地域までのアクセス 

・ＪＲ東京駅から新幹線、特急列車等で４時間 

・ＪＲ大阪駅から特急列車等で２時間 

面積 

 46.47 ㎞ 2 

地形的特徴 

 断層活動と砂州によって形成され、海と森が水でつながる湖沼群。江戸時代に災害を回

避するために開削された運河により低地帯が生まれた、人と自然が生みだした景観が特徴。 

気候区分 

 世界：温暖湿潤気候（ケッペンの気候区分）、日本：日本海側気候 

人口（うち受益者） 

 7,937 人（7,937 人）/漁業人口 188 人 

主な生計源 

 農林水産業、観光業 

三方五
み か た ご

湖
こ

 敦賀市 

若狭町 

美浜町 

滋賀県 

小浜市 

日本海 
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農林水産業システムの概要 

 三方五湖の漁業の歴史的背景は江戸時代に遡り、当湖産の「若州（じゃくしゅう）

うなぎ」や「シジミ」は日本最高級の汽水産物として京都へと運ばれ、当湖の漁業価

値を高めてきた。現在、１８８名の漁業者がコイ、フナ、ウナギなどを年間約２０ｔ

漁獲している。漁獲魚の約３割は地域の家庭消費、約７割は加工・飲食業に活用し年

間約５万人の観光客にご当地食として提供している。 

 

 当システムの対象地域は、４００年前から継承される「たたき網漁」などの伝統漁

法を行う５つの湖と漁村、漁獲魚を直売する近隣農村、不安定な漁業収入を補う里地

の水田と梅林、「柴漬け漁」に使用される柴を確保する里山が連環する特徴的なラン

ドスケープを形成する地域的まとまりとして、両町１０８集落のうち約２割にあたる

２２集落に絞り込んでいる。 

 

  当システムには日本を代表する３つの独創的な特徴がある。 

 １点目は、社会経済的組織である湖を単位とした漁業組合活動により漁業者の生計

を保障し、湖の農業生物多様性を保全している点である。漁業者間の利権争いや一部

の大量漁獲といった問題を将来への漁業存続の危機と捉え、明治時代にはいち早く湖

単位に協同組合を立ち上げた。漁法のルール化や技術開発、組合間の相互監視による

資源保全を積極的に行い、適度な漁獲によって６３種という生息魚種が示す豊富な生

物多様性を保全している。さらに、干拓などの開発計画や水質悪化に対し、住民を巻

き込んで克服してきた。 

 

２点目は、地域の食文化を活用した魚の直売・加工・販売や飲食業により収入を確

保してきた点である。三方五湖の漁業に携わる漁業者は、捕獲した魚介類を近隣農村

への直販、自ら加工・販売するなどの６次産業に取り組み、漁業の付加価値を自ら高

めてきた。また、漁業に加え、飲食店や民宿を経営してフナやウナギなどの料理を提

供し、多くの人に食べてもらうために鮮度や味などの工夫を重ねてきた。特にウナギ

は、現在も最高級ブランドとして、全国各地からその味を求めて多くの人が訪れる。 

 

 ３点目は、度重なる水害から速やかに回復できる漁具の開発や収入が不安定な漁業

を補う水稲や梅の栽培など漁業者の工夫を知識システムとして発展させてきた点で

ある。当地域は、度重なる水害を受け、船や漁具の破損による経済損失を被ってきた。

漁業者は、破損してもすぐに漁業を再開できるように漁具を小さくし、また、漁業の

収入が途絶えた時のリスク分散として水稲や梅栽培との複合により、生計被害を最小

限に留め、水害から速やかに回復してきた。 
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認定基準の各項目に係る農林水産業システムの説明                

 

１ 世界及び日本においての重要性 

（１）“汽水域”で特長ある漁法を発達させた三方五湖の漁業システム 

 「三方五湖の汽水湖沼群漁業システム」（以下、当システムという）は、４００年以

上の歴史を持つ漁法により営まれる漁業システムである。 

 水害、埋め立てや水質悪化など漁業存続への様々な危機に対し、漁業者自らが敢然と

立ち向かい、危機を乗り越えてきた活動である。 

 汽水域が本来持つべき多様で大量な魚介類を育む機能と人類の食料源を確保する役

割に対し、持続的な漁業システムのモデルとして、日本あるいは世界に提言するもので

ある。 

 

 （当システムの歴史的背景） 

 三方五湖の漁業の歴史的背景は江戸時代に遡り、当湖産の「若州うなぎ」や「シジミ」

は日本最高級の汽水産物として京都へと運ばれ、当湖の漁業価値を高めてきた。その漁

業価値は現代に活用され、１８８名の漁業者がコイ、フナ、ウナギなどを年間約２０ｔ

漁獲し生計を立てている。漁獲魚の約３割は地域内の家庭消費、約７割は加工・飲食業

に活用し、年間約５万人の観光客に地域ブランド食として提供するなど、昔も今も変わ

らぬ重要性を有する。 

 

 （当システムの定義） 

 当システムは、三方五湖の固有な地形や漁業資源などに適応しながら発達させた「た

たき網漁」（写真１）を代表とする特異な漁法により営む漁業システムである。 

 たたき網漁は４００年以上の歴史がある（地元に残る吉田家文書（１６０９年（江戸

時代 慶長１４年））等による）。当システムは、汽水湖沼群と周辺集落が食文化や信仰

などに影響を受けながら、汽

水域で育まれる農業生物多様

性を活用し、かつ、守りながら

漁業を持続してきたシステム

である。 

 

 

 

 

 

 
 

写真 1 たたき網漁（三方湖） 
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 （世界の類似するシステムと比較した当システムの世界的重要性） 

 当システムは、汽水域の漁獲による共有資源の減少、水害、水質悪化や開発などの危

機に対して、漁業者自らが地域住民とともに克服し、人類の食料源の持続的な確保や豊

かな漁業資源を有する汽水域のあるべき姿を示すモデルとして世界的に重要である。 

 

 東南アジアやアフリカ諸国では、当システムと類似する小規模で自給的な漁業が行わ

れてきた。しかし、近年、需要の拡大に伴う底曳き網漁など選択性のない大量漁法によ

る乱獲や、東南アジアのマングローブ林におけるエビ養殖場の大規模造成に伴う過度な

富栄養化など、汽水域漁業は持続危機に面している。 

 当システムでは、湖を単位とした協同活動により漁獲量や漁法、漁期などの行動規範

を定め、６３種の魚種のうち８種にシジミ等の３種を加えた一部の魚介類を選択的に利

用し、コイやフナを獲る小規模な刺し網漁（たたき網漁）やウナギ筒漁など小魚を混獲

しない漁法を行っている。さらに、埋立計画や水質悪化に対して漁業者が地域住民を巻

き込み克服してきた。このシステムは、諸国の類似するシステムと比較して特異性及び

重要性を有する。 

 

 ＦＡＯは、「責任ある漁業のための行動規範」において、「湿地帯、マングローブ、リ

ーフ、ラグーン、幼魚生育場、産卵場のような海洋及び湛水生態系における最重要なす

べての資源の生息域は保護され、可能な限り、かつ、必要な場合には、回復されるべき

である。とりわけ、漁業資源の健全性、生育能力に脅威を与えるような破壊、劣化、及

び人間の破壊活動に由来する重大な影響から、その生息域を保護することに努力が払わ

れるべきである。」としている。 

 

 当地域においては、ＦＡＯの提唱する「責任ある漁業のための行動規範」を１００年

以上前から自ら実践し、漁業システムとして構築してきたことは、世界的な重要性を有

している。 

 

 さらにこの活動は、国際連合が定めるＳＤＧｓの目標１４「海の豊かさを守ろう」、

目標１５「陸の豊かさも守ろう」と理念を一致し、持続可能な開発の課題を国際的に共

有するものである。 
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（危機を乗り越えてきた当システムの３つの特長） 

その主な特徴は、「湖を単位とした漁業協同活動による漁業者の生計の保障と農業生

物多様性の保全」、「地域の食文化を活用した魚の直販・加工・販売や飲食業による収入

の確保」、「度重なる水害から速やかに回復できる漁具の開発や不安定な漁業収入を補う

水稲や梅の栽培などの漁業者の工夫」の３点である。 

 

○湖を単位とした漁業協同活動による漁業者の生計の保障と農業生物多様性の保全 

漁業者間の利権争い、一部の大量漁獲などの問題を将来への漁業存続の危機と捉え、

明治時代にいち早く湖単位に協同活動を立ち上げた。漁法のルール化や技術開発、組合

間の相互監視により共有資源を管理してきた。湖の水深や湖底形状に合わせて漁業者が

考案した独自漁法である「たたき網漁」などによる適度な漁獲によって６３種という生

息魚種が示す豊富な生物多様性を保全している。さらに、大正６年などには「干拓計画」

が起き、漁業者が一丸となり、さらに地域住民とも力をあわせ、干拓計画を阻止した（福

井県内水面漁業協同組合連合会、１９８２年（昭和５７年））。 

 

○地域の食文化を活用した魚の直販・加工・販売や飲食業による収入の確保 

 三方五湖の周辺集落にはコイやフナを食べる食文化がある。漁業者は、捕獲魚を近隣

集落や飲食店などへ直販している。また、自ら加工販売する６次産業に取り組み、漁業

の付加価値を高めてきた。さらに、漁業に加え、飲食店や民宿を経営してフナやウナギ

などの料理を提供し、多くの顧客を確保するため鮮度や味などの工夫を重ねてきた。特

にウナギは最高級ブランドであり、全国からその味を求め約５万人が訪れる。 

 

 

写真 2 三方五湖と周辺地域 

水月湖 

三方湖 
菅湖 

日向湖 

日本海 

久々子湖 
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○度重なる水害から速やかに回復できる漁具の開発や不安定な漁業収入を補う水稲や

梅の栽培などの漁業者の工夫 

当地域は、度重なる水害を受け、船や漁具の破損による経済損失を被ってきた。漁業

者は、破損してもすぐに漁業を再開できるように漁具を小さくし、また、漁業の収入が

途絶えた時のリスク分散として水稲や梅栽培との複合により、生計被害を最小限に留め、

水害から速やかに回復してきた。漁業者の工夫が地域発展の原点でもある。 

 

（改善する三方五湖の水質） 

 三方五湖は全国の汽水域と同様に、１９６５年（昭和４０年）代以降、富栄養化など

の水質汚濁の問題を抱えてきた。 

しかし、漁業者が住民、研究機関、行政を先導した多様な主体の参画による美化活動

や浄化施設の整備などにより、水質改善は進んできている。 

 福井県衛生環境研究センターのモニタリング調査（１９８８～２０１３年（昭和６３

～平成２５年））において、２００１年（平成１３年）以降、水質改善の指標であるｐ

Ｈの低下、植物プランクトンの減少を報告しており、水質は改善してきている（図１）。

さらに、水質の良いところでしか繁殖しないヒシや藻類が見られている。 

 漁獲の中心となっているウナギやコイなどの生育は良好であり、魚類にとって適度な

栄養状態となっている。現在の三方五湖は、豊かな魚種を育む水質となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

図 1 三方五湖における水質の変化 

（左：植物プランクトン 右：pH） 
引用：「経年変化から見た夏季三方五湖の 

水質評価（Journal of Fisheries  

Technology 7（2）」（福井県衛生環境研究 

センター、2019 年（平成 27 年）） 
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（２）本認定における汽水湖沼群での伝統的な漁業を営む地域と特徴 

 当システムは、それぞれの地史的な成因の違いによる水深の違いと海からの距離によ

り、汽水の塩分濃度の違いがある５つの「汽水湖沼群」で営んでいる。 

山から海につながる連続した湖より構成される汽水湖沼群という地理的特徴や、湖を

拠り所とする地域の神社信仰が漁業システムに強く影響を与える社会的特徴がある。 

 

（当システムの対象地域の絞り込み） 

 当システムの対象地域は、両町１０８集落のうち約２割にあたる２２集落である。こ

の地域は、４００年前から継承される「たたき網漁」などの伝統漁法を行う５つの湖と

漁村、漁獲魚の直売先である近隣農村、そして不安定な漁業収入を補う里地の水田と梅

林や「柴漬け漁」に使用される柴を確保する里山が連環する、特徴的な地域的まとまり

である（図２）。 

 湖・・・三方湖、水月湖、菅湖、久々子湖、日向湖 

 漁村・・鳥浜、海山、久々子 

 加工販売する集落・・・・鳥浜、海山 

 地域内消費する集落・・・（美浜町）日向、早瀬、久々子、矢筈、金山、松原、大薮、 

気山、郷市、河原市、南市 

            （若狭町）鳥浜、館川、北前川、南前川、成出、田井野、 

                 海山、向笠、気山、苧、上瀬 

 柴を採取する里山 ・・・鳥浜をはじめとする三方五湖周辺の里山 

 

図 2 当システムの対象地域 
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 （漁業システム形成に影響を与える地理的特徴－海と山が水でつながる汽水湖沼群－） 

当システムの形成に影響を

与えた地理的特徴は、三方湖

をはじめとする５つの湖から

構成される汽水湖沼“群”であ

る。それぞれの湖の地形と汽

水塩分濃度など自然環境が異

なり、さらに、湖沼群は日本海

から流入河川（はす川）まで水

でつながる（図３）。 

三方五湖の形成は、４０万

年の長い間の沈降によるもの

で、リアス式構造の水深の異

なる５つの湖は地形的に独立

した地理的特徴があり、各湖の塩分濃度の違いが多種な魚類を生んでいる。 

三方五湖は、三方郡美浜町と三方上中郡若狭町にまたがって位置する５つの湖の総称

である。三方五湖は、若狭町にある三十三間山（標高８４２ｍ）を源とする二級河川早

瀬川水系（流域面積９４ｋｍ2）の下流に位置し、上流側から、概ね淡水を湛える三方湖、

汽水を湛える水月湖、菅湖、久々子湖、及び海水を湛える日向湖で構成する。 

 三方五湖の５つの湖はそれぞれの成因が異なり、各湖が地形的に独立している。三方

湖、水月湖、菅湖、日向湖は断層活動、久々子湖は砂州により形成されている。三方湖

は、河川からの土砂等の流入による堆積で水深が数メートル程度と比較的浅い。水月湖、

菅湖は目立った流入河川がなく、水深が数十メートル程度と深い。また、海からの距離

の違いは、湖水の塩分濃度の違いを生んでいる。上流の三方湖は概ね淡水、海と直接つ

ながる久々子湖は塩分濃度が高い汽水、三方湖と久々子湖の中間に位置する水月湖と菅

湖は中間的な塩分濃度となる。 

 

 （漁業システム形成に影響を与える気候的特徴 

   －冬季低水温を活用した漁法－） 

 当地域は暖流である日本海流の影響を受ける

温暖な地域である。３０ｃｍ程度の降雪がある

が、湖面が凍ることのない気候的特徴を活かし、

冬季間の漁業を発展させた。冬季の冷え込みに

より、水深が２．５ｍ程度と浅い三方湖ではフ

ナやコイの活性が緩慢となる。「たたき網漁」は

この習性を活用した漁法である（写真３）。  

 

図 3 三方五湖の汽水湖沼群の漁業システムに 

影響を与える湖の地形と水の塩分濃度 
資料：篠塚ほか（2017 年（平成 25 年）） 

 

写真 3 冬季、水温の低下で活性の

低いフナ・コイを水面を叩いて

驚かせて捕獲するたたき網漁 
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（漁業システム形成に影響を与える社会経済的特徴 

－三方五湖ブランドの水産物と祭礼－） 

 当システムの形成に影響を与えた社会経済的特

徴は、「若州うなぎ」に代表される三方五湖産のブラ

ンド価値である。また、湖の周辺集落に祀る神社の

氏子は漁業者と重なり、漁業のルールや慣習に大き

な影響を与えてきた。 

 三方五湖では、江戸時代には「若州うなぎ」、現在

は「口細青うなぎ」と呼ばれる、汽水湖特有のうま

味をもった水産物を活かして漁業を発達させてき

た。若州うなぎは、江戸時代には全国でもその名が

知られる存在であり、高付加価値をもって高値で取

引された。さらに、汽水湖で獲れたうま味の濃い三

方五湖産のフナやコイも、かつては高値で京都にも

出荷され、三方五湖の漁業は、昔も今も湖辺地域の

重要産業である。 

 さらに、三方五湖の漁業は、湖の周囲で祀られる神社祭礼と深い関係をもつ（写真４）。 

江戸時代においては、漁業権をめぐる争いが絶えず、争いをおさめるためには神仏の

役割が重要であったことは言うまでもない。 

三方五湖周囲の集落では、宇波西神社、鳥浜加茂神社、多由比神社など、湖とのつな

がりの深い神社を祭り、祭事を行う際の集落の役割が決められている。 

これら湖辺に立地する神社の祭礼では、地域の食料生産の祈願として、湖で獲れたフ

ナ、コイなどを供物として献上する。こうした祭礼は、湖からの恵みという生計の糧を

守るために重要な行事であった。  

 
写真 4 漁業と深く関わる湖辺

集落の祭事（宇波西神社の

例） 
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２ 認定地域の特徴 

（１）食料及び生計の保障 

１－１）湖畔の人々のくらしを支える漁業と農業 

 ①当システムと関わる湖を単位とした漁業協同活動 

 （協同活動の成り立ち） 

三方五湖には、最上流湖から河口までわずか８ｋｍの間に４つの組合が存在する。 

江戸時代、当地の水産物は京都において最高級ブランドとして高く評価され、地域経

済を支えてきた。しかし、漁業者間の利権争いや一部の大量漁獲といった問題が長く続

いてきた。こうした状況を将来への漁業存続の危機と捉え、明治時代には湖単位に協同

組合を立ち上げた。 

漁法のルール化や技術開発、組合間の相互監視による資源保全を積極的に行い、現在

の協同組合活動に引き継いでいる。 

 

 （漁業者密度が高い三方五湖の漁業） 

 ４つの組合の組合員数は、三方湖を管理する鳥浜漁業協同組合で１０４人、水月湖と

菅湖を管理する海山漁業協同組合で３１人、久々子湖を管理する南西郷漁業協同組合・

美浜町漁業協同組合で５３人である。当システムに関わる組合員数の合計は１８８人で

あり、１人あたりの単純平均漁業面積はきわめて小さい（表１）。資源に対して漁業者

が過多となるこのような状況では、漁獲しすぎとなり資源枯渇につながるが、当システ

ムにおいては漁業者間で捕りすぎないルールを設け共有資源を管理してきた。 

 

 

 

 

表 1 当システムと関わる漁業協同組合の組合構成員数（平成２７年度） 

湖沼 組合名称 組合員区分 組合員数（人） 湖面積（人数あたり面積） 

三方湖 鳥浜漁業協同組合 

正組合員 29 

3.5km2 （0.03 km2/人） 準組合員 75 

小 計 104 

水月湖・菅湖 海山漁業協同組合 正組合員 31 5.1km2 （0.16 km2/人） 

久々子湖 
南西郷漁業協同組合 正組合員 44 

1.3km2 （0.02km2/人） 
美浜町漁業協同組合 正組合員 9 

合  計 
正組合員 113 

9.9km2 （0.04 km2/人） 
準組合員 75 

注 ：美浜町漁業組合においては、内水面漁業（久々子湖、日向湖）に関する組合員を抽出。 

資料：福井県漁業協同組合総覧（福井県漁業協同組合連合会、2015 年（平成 27 年度）） 



 

11 

 

 （三方五湖における漁業による経済効果） 

 当システムで漁獲した魚は公設市場には出荷せず、地域内で消費するものが大半であ

る。漁獲した魚は、湖周辺集落や飲食店へ直売するほか、漁業者が経営する加工場、飲

食店や民宿で活用している。 

 漁業者１８８名の大半は販売顧客をもっており、コイ、フナ、シジミなどは直売され、

販売額は約５千万円（推計）となっている。また、地域の伝承料理であるコイの甘露煮

やテナガエビの佃煮などの加工品販売や飲食店・民宿での利用額は約１億円（推計）と

なっている。 

 一日の漁獲量は、顧客からの注文や飲食店等の使用量により決定し、必要以上の漁獲

は行なわず資源管理を徹底している。 

 主要産物のウナギやフナは飲食店や民宿で料理に加工され、高い付加価値をつけて販

売される。口細青うなぎのかば焼きやフナの刺身は最高級ブランドとして評価され、全

国からの年間約５万人の客を魅了している。 

 

 （三方五湖における漁業の統計） 

 三方五湖では、鳥浜漁業協同組合をはじめ、４つの漁業協同組合が湖の漁業に従事し

ている。湖での漁獲のうち、漁獲量として多いのはコイ、フナ、ウナギ、エビ、シジミ

であり、２０１４年（平成２６年）の漁獲量ではフナが最も多く（６，５００ｋｇ/年）

であり、次いで、シジミ（６，３００ｋｇ/年）、コイ（５，０５０ｋｇ/年）、ウナギ（１，

０４０ｋｇ/年）と続く（表２）。 

 

 

 

表 2-1 三方五湖における漁獲量の推移 

 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 

コイ 20,980 20,220 19,420 19,790 21,130 19,018 15,770 16,000 15,500 14,300 

フナ 16,005 15,295 14,665 15,280 16,305 14,800 14,940 15,200 12,680 13,700 

ウナギ 1,163 1,098 1,081 1,057 1,150 1,400 1,920 2,040 1,950 1,960 

ワカサギ 23 18 10 10 17 10 10 20 20 10 

エビ 3,050 3,250 3,116 398 545 2,240 5,380 5,560 4,565 3,180 

モロコ 0 0 0 0 0 5 5 10 15 13 

アユ 120 120 120 80 80 120 100 100 100 100 

ハゼ 850 850 850 350 445 490 450 410 225 230 

ボラ 90 70 90 80 70 60 50 60 50 60 

シジミ 2,000 1,650 1,350 1,050 900 950 1,260 1,960 3,410 5,410 

エムシ 9 10 11 8 7 9 7 8 8 7 

合計 44,290 42,581 40,713 38,103 40,649 39,102 39,892 41,368 38,523 38,970 

資料：福井県内水面漁業協同組合連合会 60 周年記念誌『60 年のあゆみ』（福井県内水面漁業協同組合連合会、2012 年

（平成 24 年））、福井県水産課 

年度 
魚種 

（単位 ㎏／年） 
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表 2-2 三方五湖における漁獲量の推移 

 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

コイ 11,500 9,500 9,000 8,000 7,100 5,050 

フナ 13,600 11,800 12,100 11,300 9,600 6,500 

ウナギ 2,000 1,630 2,000 1,650 1,380 1,040 

ワカサギ 6 3 3 5 5 5 

エビ 2,090 1,595 1,550 1,050 1,030 530 

モロコ 10 5 5 5 
 

5 5 

アユ 70 70 50 5 5 5 

ハゼ 90 265 200 220 180 90 

ボラ 40 35 20 25 21 0 

シジミ 7,605 8,300 7,000 7,103 6,100 6,300 

エムシ 6 8 6 7 5 3 

合計 37,017 33,211 31,934 29,370 25,431 19,528 

資料：福井県内水面漁業協同組合連合会 60 周年記念誌『60 年のあゆみ』（福井県内水面漁業協同組合連合会、2012 年

（平成 24 年））、福井県水産課 

 

②漁業の付加価値を高める６次産業化 

 当システムの２つ目の特長として、６次産業化による収入の確保がある。 

 フナやコイなどの伝承料理への加工・販売、江戸時代から続くウナギのブランドイメ

ージを活用した飲食店経営により漁業の付加価値を高めてきた。 

 漁業者は、早朝より漁場に出かけ、フナ、コイ、ウナギなどを捕獲し、それを新鮮な

うちに自分でさばき、煮つけや刺身などに自らが加工し、それを周辺住民に販売してき

た。また、民宿との複合経営や宿泊者等を対象としてウナギ漁体験などに取り組むなど、

６次産業化を進めている。さらに、地域の特産物である梅や水稲を栽培し、飲食メニュ

ーに活用している。 

漁業者の６次産業化により漁家収入を高め、その収入の一部は漁業協同組合の会費と

して徴収され、フナの採卵・稚魚生産・放流などの活動費として活用されている。 

 

 （伝承料理に加工・販売する６次産業） 

 鳥浜漁業協同組合（三方湖）に属する３戸の組合員は、自ら捕獲したウナギ、フナ、

コイ、テナガエビなど三方湖で捕獲した魚介類を

自ら加工・販売している（写真５）。 

 三方湖周辺においては、家庭ごとに伝えられて

きた魚を食べる文化がある。組合員らはこの伝統

的な食文化を活用して、フナやコイの甘露煮、ウ

ナギのかば焼き、テナガエビの佃煮などを加工・

販売、さらに地域の主要農産物である梅干しなど

を加え、惣菜や弁当などを製造し販売している。 
 

写真 5 伝承料理に加工されるコイ 

年度 
魚種 

（単位 ㎏／年） 
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 （口細青うなぎ、フナの刺身など地域ブランド 

  を提供する６次産業） 

鳥浜漁業協同組合（三方湖）の組合員が経営す

る飲食店の１つでは、「口細青うなぎ」などを提

供している。その店では、ウナギ、フナ、コイを

三方湖で捕獲し、自ら加工・調理している。ウナ

ギ料理を中心に来訪者に提供しており、休日には

店外にも行列ができるほどの人気店である。 

 また、海山漁業協同組合（水月湖・菅湖）の組

合員が経営する飲食店では、通年、湖で捕獲した魚を提供し、冬季には全国的にめずら

しいフナの刺身を提供している（写真６）。 

 

 （漁業体験や交流による６次産業） 

 海山漁業協同組合（水月湖・菅湖）の組合員が経営す

る民宿では、漁業との複合経営を行っている。さらに、

水稲や梅を栽培し、民宿の食事に提供している。 

 また、民宿客を対象に、湖の漁業の体験や梅栽培の体

験などを行い、三方五湖の魅力を伝えている（写真７）。 

 

 １－２）たびたび発生する水害への速やかな回復力 

 当システムの３つ目の特長として、水害からの回復力

があげられる。当地域では、度々発生する洪水により、

船や漁具が破損した（５年に１回の頻度で発生、写真８）

が、漁具を小型化・低コスト化し、洪水で破壊されても経済損失を少なくとどめ、すぐ

に修復できるようにして水害を克服してきた。 

 また、漁業収入の減少を補うための未利用魚の商品化や、水稲・梅栽培を行うことで

収入のリスク分散により回復力の強化を図ってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6 フナやコイの刺身などを 

提供する飲食店メニュー 

 
写真 7 民宿客にウナギ筒 

漁を教える漁業者 

  

写真 8 強い降雨後のはす川流入河川の激しい流れ（左）と

三方湖畔の洪水（右） 2011.5.30 
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 （速やかに回復できる漁具・漁法） 

 当地域では、概ね５年に１度、洪水災害が発生してきた。湖は、急峻な山地に囲まれ

ていることから、山地に降った雨は一気に流れ込む。そのため、湖の周辺は浸水し、湖

内には大量の流木が流れ込み、漁船が運行できなくなるだけでなく、設置していた漁具

を破壊し、流失することがしばしばであった。 

 三方五湖で用いる漁具は被災しにくいように、かつ、破壊されても速やかに修復でき

るよう小規模に留めている。このような対応で、度々発生する水害に対して速やかに回

復し、伝統漁法を受け継いできた。 

漁業に用いる漁舟は定員２名ほどの（波に強く改良した）小さな和舟であり、漁具も

１人でも扱える数十メートルの刺し網程度としている（写真９）。そして、漁具は、船

外機以外はすべてが人力によるものである。こうした漁具・漁法は大きな特長であり、

漁業者の工夫の蓄積である。 

当湖の漁法の特長である漁具の小型化・低コスト化を継続していくことで、共有資源

を保全し、速やかな回復力の維持に努める。また、災害が多発する現代において、組合

間の助け合いが必要であり、協調性のある地域づくりを継続している。 

 

  

写真 9 たたき網漁に用いられる三方湖の漁舟（左）と漁具（右） 

 

（災害を乗り越える漁業者経営の工夫） 

 漁業者は、水害や漁獲量の減少による漁業収

入の不安定を補うため、水稲や梅栽培を組み合

わせた生業複合（写真１０）や、未利用魚の活

用で生計を確保してきた。 

 水害により漁業活動ができなくなることだ

けでなく、ウナギの遡上減少に伴う漁獲の減少

などの自然災害に見舞われてきたが、漁獲の対

象としていなかったテナガエビを商品化する

など漁業者の柔軟な対応で、不安定な漁業収入

を補ってきた。  

 
写真 10 漁業と生業複合する 

梅栽培 
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（２）農業生物多様性 

 ２－１）当システムに直接的または間接的に用いられる生物多様性 

 当湖には、２９科６３種と多様な魚類が生息し（表３）、同規模の湖と比較し種類が

多い。当システムは、フナ、コイ、ワカサギ、ウナギなど８種の魚種と、テナガエビ、

シジミなど３種の魚介類を漁業に活用している（写真１１）。 

 漁業により適度に大型魚を漁獲することで、６３種という生息魚種が示す生物多様性

の保全につなげている。 

これらの魚介類は、１ｍを超えるコイ（写真１２）や大きくなっても皮や肉質が硬く

ならないウナギなど、餌環境が優れていることを表している。生態系ピラミッドの下層

部に位置する小動物や植物などの間接的に用いられる生物多様性に優れている。 

 当湖における生態系ピラミッドでは、漁獲の対象となる大型魚を頂点として、多様な

魚類が食物連鎖の関係にある。当湖では、ピラミッドの底辺を支える小型魚に特徴があ

る。特に、タモロコ、イチモンジタナゴなどは日本固有の魚類であり貴重である。 

 これらの直接的又は間接的に利用される生物多様性は、ラムサール条約湿地の登録に

おいて、世界的に評価されている。 

 

 

 （漁業システムに直接的に活用される生物多様性：漁獲の対象となる多様な魚種） 

 当システムは、淡水域にすむフナ、コイ、ワカサギ、汽水域にすむテナガエビ、シジ

ミ（ヤマトシジミ）、そして、淡水から汽水にすむウナギ（ニホンウナギ）など、湖ご

とに異なる魚種を漁業に活用してきた。 

ニホンウナギ 

フナ類 
コイ 

シラウオ 

ワカサギ 

テナガエビ 

マハゼ ヤマトシジミ 

写真 11 三方五湖の漁獲対象種 



 

16 

 

 三方五湖において、魚類が生息する場所は５つの湖でそれぞれ異なる。三方五湖の漁

業者は、それぞれの湖に生息する魚種を漁獲対象とし、漁獲対象に適応させた漁獲方法

を発達させてきた。三方五湖の最上流に位置し、概ね淡水の三方湖ではフナ、コイなど、

おもに淡水域に生息する魚類を漁業に活用してきた。 

最下流に位置し汽水の久々子湖では、ハゼ、シジミなど、おもに塩分濃度の濃い汽水

域に生息する魚介類を漁業に活用してきた。さらに、海と淡水を往来するウナギは、三

方五湖全体で共通して漁獲対象としてきており、三方五湖の漁業ブランドを築いてきた。 

 

 （漁業システムに間接的に活用される生物多様性） 

 三方五湖が多様な魚類を育む理由は、周辺の森から流れ込む河川の淡水と日本海の海

水が行き来する一方で、５つの湖は地形的に独立していることから、それぞれ特有な環

境条件を有しているためである。 

 湖では、コイ、フナ、ウナギなどの大型魚の他に、様々な小型魚や底生動物が生息し

ている。これらの小型魚や底生動物は大型魚の餌となり、漁業システムを支えている。 

主要魚種であるウナギは、口細青うなぎと言われ、ゴカイ類を餌とし、大きくなって

も皮や肉質が柔らかく、三方五湖の生物多様性が生み出す極上の一品である。当湖の豊

富な魚類は、底生動物の豊かさが支えている。 

 また、小型魚のワカサギやシラウオのように直接的に漁業に活用されている魚種があ

るが、ヌマチチブ、モツゴなど他の小型魚の多くは大型魚の餌となり、間接的に漁業に

活用される。 

小型魚のなかでタモロコ、イチモンジタナゴなどは日本固有の魚類であり、三方五湖

のラムサール条約登録において、世界的に評価されている遺伝資源である。 

こうした様々な魚種がそれぞれの役割で生態系を構成し、漁業システムを支えている

意義において、三方五湖の農業生物多様性の価値は世界的に評価されるものである。 

 

 

  

写真 12 三方湖（左）や水月湖（右）でたびたび捕獲される、体長１ｍを超えるコイ 
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表 3-1 三方五湖の魚種 

 
＊表 3-2 に続く 

 

 

 

 

 

久々子湖 三方湖 水月・菅湖

ヤツメウナギ ヤツメウナギ カワヤツメ ○ ○ ○

ウナギ ウナギ 二ホンウナギ ○ ○ ○ ○

ニシン ニシン サッパ ○ ○

ニシン ニシン コノシロ ○ ○ ○

コイ コイ コイ ○ ○ ○

コイ コイ ゲンゴロウブナ※ ○ ○ ○

コイ コイ ナガブナ ○

コイ コイ フナ類 ○ ○ ○ ○

コイ コイ ヤリタナゴ ○ ○ ○

コイ コイ イチモンジタナゴ ○

コイ コイ アカヒレタビラ ○

コイ コイ ワタカ※ ○

コイ コイ ハス ○ ○ ○

コイ コイ オイカワ※ ○ ○ ○

コイ コイ カワムツ ○ ○ ○

コイ コイ ソウギョ※ ○

コイ コイ アブラハヤ ○

コイ コイ タカハヤ ○

コイ コイ ウグイ ○ ○ ○

コイ コイ モツゴ ○ ○ ○

コイ コイ ヒガイ類 ○

コイ コイ ムギツク ○

コイ コイ タモロコ ○ ○ ○

コイ コイ カマツカ ○ ○

コイ ドジョウ ドジョウ ○

コイ ドジョウ シマドジョウ ○

ナマズ ナマズ ナマズ ○

ナマズ アカザ アカザ ○

ナマズ ゴンズイ ゴンズイ ○

サケ キュウリウオ ワカサギ ○ ○ ○ ○

サケ アユ アユ ○ ○ ○ ○

サケ シラウオ シラウオ ○ ○ ○

サケ サケ サケ ○ ○ ○

サケ サケ サクラマス ○

サケ サケ サツキマス※ ○

トウゴロウイワシ トウゴロウイワシ トウゴロウイワシ ○ ○

ダツ メダカ キタノメダカ ○

ダツ サヨリ クルメサヨリ ○ ○ ○

ダツ サヨリ サヨリ ○ ○

トゲウオ トゲウオ イトヨ（降海型） ○ ○

カサゴ カジカ カマキリ ○

スズキ スズキ スズキ ○ ○ ○

スズキ シマイサキ シマイサキ ○ ○

スズキ サンフィッシュ ブルーギル※ ○ ○

スズキ オオクチバス※ ○ ○ ○

スズキ アジ マアジ ○

スズキ ヒイラギ ヒイラギ ○

スズキ ヒイラギ ヒメヒイラギ ○

スズキ ボラ ボラ ○ ○ ○ ○

スズキ ボラ セスジボラ ○

スズキ ボラ メナダ ○ ○ ○

目名 科名 種名 漁獲対象魚
確認
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表 3-2 三方五湖の魚種 

 
注 1：当システムで保全される魚種は本表 70 種から外来種（7種）を除いた 63 種としている。 

注 2：三方五湖では、漁獲対象魚（8種）にシジミ、テナガエビ、エムシを加えた 11 種を活用している。 

資料：「Ciconia（福井県自然保護センター研究報告）16:45-61（2011）三方五湖水域の魚類相とその特

性」（福井県海浜自然センター、2006-2007 年）、「福井県の陸水生物」（福井県、平成 10 年 3月）、

三方五湖自然再生協議会資料 

 

 ２－２）森・里・川・海の連環の象徴「オジロワシ・オオワシ」 

 三方五湖にすむ魚類と、オジロワシ（写

真１３）、オオワシといった、魚類を餌とす

る希少な鳥類を含めた生態系は、三方五湖

の農業生物多様性の豊かさの象徴であり

世界的に重要である。 

 水域と森を往来するオジロワシ、オオワ

シの存在は、三方五湖において森・里・川・

海の連環を象徴している。 

  

 （鳥類の生息地として 

     世界的に重要な三方五湖） 

 三方五湖には、毎年、オジロワシ、オオワシの冬季の定期的な飛来がある。オジロワ

シは、ワシントン条約付属書Ⅰの掲載種であるように国際的に希少性が高い鳥類である。

また、オジロワシ、オオワシは絶滅危惧種（環境省絶滅危惧Ⅱ類）に指定される、全国

的に見て希少性の高い鳥類である。 

久々子湖 三方湖 水月・菅湖

スズキ イソギンポ イソギンポ ○

スズキ ドンコ ドンコ ○

スズキ ハゼ シロウオ ○ ○ ○

スズキ ハゼ ミミズハゼ ○

スズキ ハゼ スミウキゴリ ○

スズキ ハゼ ウキゴリ ○ ○ ○

スズキ ハゼ ウキゴリ類 ○

スズキ ハゼ ビリンゴ ○ ○

スズキ ハゼ ビリンゴ類 ○

スズキ ハゼ ウロハゼ ○ ○ ○

スズキ ハゼ マハゼ ○ ○ ○ ○

スズキ ハゼ アシシロハゼ ○

スズキ ハゼ シマヨシノボリ ○

スズキ ハゼ ゴクラクハゼ ○ ○ ○

スズキ ハゼ トウヨシノボリ ○ ○

スズキ ハゼ ヨシノボリ類 ○

スズキ ハゼ ヌマチチブ ○ ○ ○

スズキ ハゼ チチブ ○ ○ ○

スズキ ハゼ チチブ類 ○ ○

スズキ アイゴ アイゴ ○

カレイ カレイ ヌマガレイ ○ ○ ○

カレイ カレイ イシガレイ ○

フグ フグ ヒガンフグ ○ ○

フグ フグ クサフグ ○ ○

8 49 49 42合計：13目29科70種

目名 科名 種名 漁獲対象魚
確認

 

写真13 三方五湖上空を飛ぶオジロワシ 
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 オジロワシ、オオワシは、いずれも魚類を捕食するタカ目の猛禽類である。そして、

三方五湖は、オジロワシが定期的に飛来する場所としては、日本国内の南限に位置する

とされる。 

 オジロワシ、オオワシは、いずれも水辺で魚類を捕食し、周辺の森林で休息する。す

なわち、水辺と森が連続的に、かつ、安定的に存在することが必要であり、三方五湖は、

オジロワシ、オオワシの生息に必要な豊かな魚類資源が存在する水辺と豊かな森をつな

いでいる。資源保全する湖の人の営みと豊かな森をつなぐ象徴である。 

 

２－３）渡り鳥の餌、ゴカイなどの底生動物を育む湖の浅瀬 

 三方五湖の湖辺の浅瀬は、多様なシギ・

チドリ類などの鳥類の「渡り（Bird 

migration）」の拠点にもなっている。 

 湖には、毎年、ホウロクシギ（写真１４）、

トウネン、チュシャクシギ、タシギ、オオ

ジシギなどが定期的に飛来する（福井県自

然環境保全調査研究会、１９９９年（平成

１１年））。シギ・チドリ類は、浅い汽水域

に飛来し、ゴカイ類など砂地に生息する底

生動物を餌とする。 

 

シギ・チドリ類が毎年飛来するということは、久々子湖に多様な生物が生息する浅場

が存在するということを示すものであり、これは漁業者がシジミ漁を行うために守って

きたものである。 

 また、三方五湖は、カモ類の福井県内最大の飛来地である。 

カモ類は、繁殖地となるシベリア大陸と、４，０００ｋｍ離れた越冬地となる日本を毎

年往来する鳥類で、国際的に重要な生息地であるともいえる。 

 キンクロハジロ、ホシハジロ、ハシビロガモなど毎年数千羽のカモ類が、餌となる湖

の豊富な小動物を求めて飛来する。 

 

  

 

写真 14 湖の浅瀬でゴカイを食べる

ホウロクシギ 
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（３）地域の伝統的な知識システム 

 明治時代から続く湖ごとの漁業協同組合

を単位とした活動により、組合ごとに対象魚

の特性に応じた漁獲技術と漁業ルールを伝

承し、漁法や漁場を持続的に管理する漁業シ

ステムを形成している。 

４００年の歴史をもつ三方湖のたたき網

漁（吉田家文書１６０９年、写真１５）をは

じめ、水月湖・菅湖ではウナギ筒漁、久々子

湖ではシジミ漁といった、湖ごとの水深や湖

底形状に適応させた独創的な技術がある。 

 

 ３－１）障害物が多く浅い水深に適応した三方湖の“たたき網漁” 

 「たたき網漁」は、漁師が水面を竹竿で叩き、冬季、冷たい水温のためじっとしてい

るフナやコイを驚かせ、あらかじめ仕掛けた刺し網に追い込む、三方湖の地形、気候等

を活かした独創的な漁法である。たたき網漁は、４００年以上の歴史をもつ地域固有の

漁法であり、その技術を受け継いでいる。 

 

 （古文書が伝える、たたき網漁４００年の歴史） 

 たたき網漁は、地元に残る古文書にある記載から、４００年を超える歴史があること

がわかっている。三方五湖では、漁業に関連する記載が豊富な古文書が多く残る。古文

書の中では湖辺の集落間の漁業権をめぐる争いの記録があり、そのなかに、湖で捕獲し

た漁獲物や漁法などの記載がある（写真１６）。こうした古文書から、三方五湖では古

くから漁業が湖辺集落の生活を支えて

きていることが読み取れる。 

 そして、たたき網漁に関しては、海山

集落に残る吉田家文書（１６０９年（江

戸時代 慶長１４年））に「たゝきあみ」

の文字があり、少なくとも１６０９年

より以前からたたき網漁が存在してい

るといえる。ほかにも、享保年間の武長

家文書（１７１６～１７３６年）、千田

家文書（１８７６年）など、たたき網漁

に関する記載が度々現れる。 

 このように、たたき網漁は４００年

の歴史を持つことが明らかである。 

 

写真 15 たたき網漁 

 
写真 16 三方五湖の漁業を記録した古文書 

※写真は三方五湖漁業に関する最古の史料。

宇波西神社文書で、旧気山川での網漁に関す

る記載がある。 
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 （障害物の多い三方湖の 

      地形等に適応した独創的な漁法） 

 たたき網漁は、三方湖のみの独特な漁法である。 

 三方湖は、水深が概ね２．５ｍと浅く、また、湖

に流入するはす川から流れ着いた木竹が大量に湖

底に存在する。湖底にたまった木竹は、湖に生息す

る魚類にとっては生息地として機能する一方で、漁

業者にとって湖底の木竹は障害物となり地引網の

ように湖底に網を引きずって漁獲することができ

ない。 

 そこで、三方湖が浅い水深であることと冬季に魚

類の活性が低くなることを活かし、竹竿で水面を叩

いて突然の大きな音をたて、驚いて逃げ惑う魚たち

が障害物から出たところで刺し網で捕獲する技術

として開発し、今日に受け継いでいる。三方湖のた

たき網漁は、湖の地形や気候等を活かした、きわめて独創的な漁法である（図４）。 

 

 （乱獲を防ぐ漁業者の知恵の伝承） 

 たたき網漁は、フナ、コイを対象に刺し網で捕獲するものである（写真１７）。たた

き網漁で用いる刺し網の目の大きさは１３～１６ｃｍの間で、０．５～１．０ｃｍ間隔

で異なる目の大きさの網が何種類も用意される。これは、捕獲する対象魚によって異な

るものである。さらには、たたき網漁で用いられる網は、乱獲を防ぐため、その年の幼

 
写真 17 たたき網漁による漁

獲（フナ、コイ） 

 

図 4 たたき網漁の模式図 
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魚の生育具合で網を替える。 

 たたき網漁の漁期は１１月中旬～１２月初め頃から３月末頃までとなっており、“網

下ろし”といわれる初漁日は、縁起のよい大安の日が選ばれる。 

  

 ３－２）一流シェフが絶賛する「口細青うなぎ」を獲る“ウナギ筒漁” 

 三方五湖のウナギは、世界ランク８位にもな

った東京の一流シェフに極上と絶賛された天然

のウナギであり、「ウナギ筒漁」という伝統的な

漁法で捕獲する（写真１８）。ウナギ筒漁は、竹

筒等を湖底に沈め、すみかと勘違いして筒に入

ったウナギをそっと掬いあげるため、魚に傷を

つけることなく、かつ乱獲しない工夫をこらし

た漁法である。この漁は江戸時代より続き、三方

湖、水月湖、菅湖、久々子湖で行われる。 

 

 （江戸時代から伝わる、ウナギ筒漁の歴史） 

 三方五湖のウナギは江戸時代から現在まで、高品質として知られる。 

 歴史的には小浜藩の御産物に指定されており（宇野家文書 １８６０年）、京都では数

ある産地の中でも最高グレードを誇っていた（小野欄山 １８０５年）。その品質の高さ

は、現代の一流シェフが認めるように、現在に引き継がれている。 

 ウナギ筒漁は、江戸時代末期（１８４１年）にさかのぼる。一方で、それ以前からウ

ナギ漁は行われていたことが地元の古文書でわかっており（吉田家文書 １６０９年）、

三方五湖におけるウナギは、今も昔も重要な位置づけである。 

 

 （三方五湖の地形等に適応した独創的な漁法） 

 ウナギ筒漁は、竹筒等を湖底に沈め、すみかと勘違い

して筒に入ったウナギをそっと掬いあげる漁法である

（写真１９）。網や針を用いないため、魚に傷がつくこと

はない。ウナギ筒漁には、長さ１２０ｃｍ、直径７ｃｍ

度の節を抜いたマダケ等でつくった筒を用いる。現在で

は塩ビ管を用いることも多いが、その形は江戸時代から

変わらない。筒を２～３本結束し、さらに別の縄で水平

になるよう左右均等に結び合わせて湖底に沈めてウナ

ギを獲る。 

 この漁法では誘引餌は用いない。ウナギが狭い場所に

入り込む習性を利用したものであり、ウナギは餌が無くても自ら筒に入る。ウナギ筒漁

 

写真 18 一流シェフが絶賛する

口細青うなぎ 

 
写真 19 ウナギ筒漁 

（水月湖） 



 

23 

 

では、水底に沈めた筒を数日間設置したのち、ウナギに気づかれないように、水平に素

早く、一方で静かに取りあげ、タモ網で受けて捕獲する。三方五湖では地形や湖底の形

状が複雑であることからウナギが寝床にとる場所は概ね限定され、しかも２～３ｍほど

の水深の場所に集中する。そこで、小型の舟で仕掛けた筒に近づき、手作業で静かに回

収できるなど、三方五湖の地形に適した漁法である（図５）。 

 

 

 （効率的かつ資源保護を伝えてきた漁業者の知恵） 

 ウナギ筒漁は、筒の両側が空いており人力により静かに実施する必要がある。したが

って、ウナギ筒漁では網漁や延縄漁のように大量に獲ることはないため乱獲に陥らず、

持続できる漁法として現在に受け継いでいる。 

 

 ３－３）うまみの濃いシジミを捕獲する、“シジミ漁” 

 久々子湖の「シジミ漁」は、漁業者が自ら湖に入り、

ジョレンを用いて人力で捕獲する。久々子湖は水深が

ごく浅く遠浅であり、海に接することから塩分濃度が

高いことでうまみの濃いシジミが育つ（写真２０）。

シジミ漁は、地元の古文書から江戸初期から続くこと

が判明している伝統的な漁法である。現在でも久々子

湖のシジミ（ヤマトシジミ）は地元で好んで食され、

漁師による観光客・地元の子どもたちへの体験指導が

行われるなど現在でも行われる漁法である。 

 

 （江戸時代にさかのぼる久々子湖のシジミ漁） 

久々子湖でのシジミ漁は明治初期以前から行われてきた（加茂家文書 １６５８年、 

１７２９年）。たたき網漁やウナギ筒漁とは異なり、シジミ漁に関する古い文書記録は

久々子湖に関するもののみであることから（例：加茂家文書 １６８６年、１７２９年、 

 

図 5 ウナギ筒漁模式図 

 

写真 20 久々子湖のシジミ

（ヤマトシジミ） 
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１７７０年）、久々子湖は古くから三方五湖の代表的なシジミ漁場であり、現在に至る。 

 また、久々子湖のシジミは、殿様や役人への献上物に用いられた（加茂家文書 １７

７７年）、価値ある水産物であったこともわかっており、重要な漁業である。 

 

 （久々子湖の遠浅な地形に適応した漁法） 

 久々子湖のシジミ漁は、ジョレンを用いて人

力で捕獲する漁法である（写真２１）。久々子湖

は、その成立過程でごく浅い水深であり掘り起

こしやすい砂地として形成されており、これに

より、シジミ採集は大型化せず人力による高品

質なシジミを得るよう独自のルールをもって発

達してきた漁法である。 

 久々子湖は、三方五湖の最下流に位置してお

り、その下流側は日本海に通じる。もともとは湖

ではなかったが、湖の東側に位置する耳川から運ばれる砂が日本海側に砂州となって延

長し、やがて反対側の陸地とつながってできた湖である。現在も、久々子湖と日本海と

は直接つながるため、久々子湖は塩分濃度の高い汽水を湛える湖である。また、砂州が

徐々につながって形成された経緯からわかるように、久々子湖の水深は最深でも３ｍ程

度と全体に浅く、遠浅であることから人が立って歩くことができる範囲が広い。そのた

め、舟を使わなくても効率的に、簡便にシジミを採ることができる。 

 

（採りながら守り育てるシジミ漁の知恵） 

 久々子湖の漁業者は、シジミを専用のジョレンを使って人手により捕獲する（写真２

２）。ジョレンの網目は地元の南西郷漁業協同組合がそのサイズを細かく規定しており、

小さなシジミの個体は捕獲しないなど資源管理を行ってきた。また、ジョレンですくっ

たシジミは、一旦「ウケ」と呼ばれるザル状の入れ物に入れる。この際にも、一定のサ

イズ以下の個体

はそのまま下に

落ちる仕組みと

なっており、十

分成長した大型

の個体のみを捕

獲する仕組みと

している。 

 さらに、現在

では浅場造成に

 

写真 21 久々子湖シジミ漁 

  

写真 22 久々子湖のシジミ漁の漁具（左：ジョレン、右：ウケ） 
  ※いずれも網目が粗く作られており、個体サイズの小さいシジミは捕獲 

できない 
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より生息環境を増やし、漁協が休漁区を設け、漁獲量を調整し、持続的な資源利用に努

めている。 

 

 ３－４）里山の木々を活用した伝統漁法 

 三方五湖では、以上の漁法のほかにも、湖の周辺の里山から採取した樹木の枝葉を活

用した柴漬け漁（写真２３）や、多くの柴漬けを設置したぬくみ漁（写真２４）など、

独特な漁法を現在に残している。 

 柴漬け漁やぬくみ漁では、樹木の枝を束ねた「柴」の間に入ったテナガエビや小魚を

捕獲する漁法である。柴漬け漁に使用する樹木の枝は、三方五湖の周辺に広がる里山の

樹木から得たものである。柴漬け漁で漁獲する際には、隙間に入ったエビや小魚が逃げ

ないようにゆっくりと引き上げながら大きなタモ網で受け取る。すなわち、「一網打尽」

に捕獲することはできないことから、決して獲りすぎることがない、資源を持続的に活

用する手法である。 

 三方湖には、柴漬け漁の規模を少し大きくしたぬくみ漁がある。この漁では、一か所

に柴を大量につけこみ、その中に入ったテナガエビや小魚を捕獲するものである。 

 

 

 ３－５）三方五湖の漁業資源を守るしくみ 

 三方五湖の漁業資源は、それぞれの湖に漁業権をもつ集落間で相互に監視しあうこと

によって、漁業者と漁業者を取り巻く社会が一体となって漁業資源を守ってきた。漁業

者は、捕獲効率の高いエリ漁や大網漁などの魚類の回遊を大きく妨げる漁業や捕獲効率

の高い漁法を排除するルールをつくり、汽水湖の漁業システムを守ってきた。 

 

 （魚介類の回遊を妨げ、捕りすぎるために禁じ手にした“立切漁”、“エリ漁”） 

 水月湖と三方湖の境界部には、瀬戸と呼ばれる幅２０ｍ程度の狭窄部がある。三方湖

と水月湖は水でつながるため、かつてはこのような潮通しの良い場所を活用して網で塞

ぐ「瀬戸立切漁」と呼ばれる漁法があった。しかし、この漁法は「湖水魚通行之場所ニ

  

写真 23 柴漬け漁 写真 24 ぬくみ漁 
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御座候」、「往古より右場所二而猟仕候儀者不相成場所ニ而御座候」などの古文書にもあ

るように、魚類の回遊を妨げるため禁止漁法となった（宇野家文書 １８３２年、千田

家文書 １８７１年）。 

 他にも、琵琶湖から技術移転したとされるエリ漁（写真２５）も、一時期は実施され

たものの、捕獲効率が高いことから、三方湖、水

月湖、菅湖では、大網漁とともに禁止した。この

ことは、「新法漁えり並網えり・大網、三湖共堅

禁之候事」（千田家文書 １８７１年）といった記

録に残る。 

 さらに、久々子湖でも魚類の移動経路を閉塞

する漁、魚類が移動する時期（春秋）の漁なども

禁じた（上野山家文書 １８７６年、１９１１

年）。古くは大規模な網の使用（大網漁）も禁じ

られた（加茂家文書 １６３２年）。 

 

 

 （集落間で監視しながら守ってきた汽水湖沼群の漁業資源） 

 こうした禁止漁法が生まれた背景には、各湖に漁業権をもつ村々の間の相互監視とそ

の結果として生じる紛争にある。 

 例えば、気山古川に漁業権を有していた旧気山村は、久々子湖での網漁が川漁に差し

さわりがあるとして差し止めを試みた（加茂家文書 １６３６年）。また、上記の瀬戸立

切漁は、古くから旧鳥浜村と旧海山村の争論の火種となっていた（千田家文書 １６２

６年）。このように、三方五湖においては、湖辺に点在する小さな集落が、後述する各

種の祭事で協力関係を持ちながらも、相互に監視をすることによって、漁業資源を守っ

てきたのである。 

 

 

  

 
写真 25 漁業資源保護のため禁止

されたエリ漁 
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（４）文化、価値観及び社会組織 

 ４－１）資源管理・食料生産に関連した社会組織 

各湖の「漁業協同組合」は、湖を単位に活動し、漁法、漁具、漁期を定めて漁業シス

テムを継承してきた。また、各漁業協同組合は、相互に監視しあうことで漁獲制限を徹

底し、資源の保全に努め、三方五湖全体での持続可能な漁業を守ってきた。 

 

 （湖を単位に組織活動を行い、発達させた漁獲ルール） 

三方五湖では、現在、三方五湖内で漁業権を有する組織として鳥浜漁業協同組合（三

方湖）、海山漁業協同組合（水月湖・菅湖）、南西郷漁業協同組合（久々子湖南部）、美

浜町漁業協同組合（久々子湖北部）の４つの組織がある。そして、それぞれの漁業協同

組合において、漁法、漁期、禁漁区の設定や生息地管理などの資源保護に取り組んでい

る（表４）。 

 

表 4 三方五湖の湖ごとの漁業協同組合と資源保護のルール 

湖 資源保護に関連するルールの例 

三方湖 

[鳥浜漁業協同組合] 

・漁区/禁漁区の設定：組合の規則により規定 

・漁期の設定 ：魚種・漁法により漁期を設定 

※例：たたき網漁によるフナ・コイの捕獲＝12～3月

に限定（年により異なる） 

・漁具の規定 ：魚種ごとに漁法、漁具及び区域を規定 

・生息地の整備：*水田を利用したフナ、コイの増殖（シュロ採卵） 

        *玉石の設置によるウナギ生息場所の確保 

水月湖・菅湖 

[海山漁業協同組合] 

・漁具の規定 ：魚種ごとに漁法、漁具及び区域を規定 

        全長制限を設け、小型のものは再放流することを義

務づけ 

・生息地の整備：*シジミの生息に適した砂地浅場の造成 

        *水田を利用したフナ、コイの増殖（シュロ採卵） 

久々子湖 

[南西郷漁業協同組合] 

・漁区/禁漁区の設定：湖内を３つに区分して漁区と休漁区を設ける 

        稚貝放流場所は原則禁漁 

・漁具の規定 ：シジミ捕獲用のジョレンは口径 50 ㎝以内で網の目

あいは 11 ㎜と規定し、小さな個体は再放流する 

        30kg/週の漁獲枠を設定 

・生息地の整備：*シジミの生息に適した砂地浅場の造成 

         *魚の産卵床として柴漬けを設置 

  

（漁獲ルールを守る社会組織としての漁業協同組合） 

 三方五湖では湖ごとの漁獲ルールを守る社会組織として協同組合があり、漁業協同組

合法が施行される以前の明治時代から活動している（「漁業協同組合」とは、水産漁業

組合法（１９４８年（昭和２３年）法律第２４３号）に基づき、漁業者（漁民）によっ

て組織する協同組合であり、指導事業や漁民の生産物を販売する販売事業のほか、漁業

にかかわる資源管理にも取り組む組織である）。 
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 ４－２）価値観・文化的慣習の存在、 

           社会組織との関連性 

 当地域には、フナとコイは、刺身、刺身の子ま

ぶし、煮つけ、鯉こくなど地域の伝承料理として

食べる習慣がある（写真２６）。この食習慣が消

費を支え、漁獲量とのバランスがとられている。 

 地域で祀る神社へはフナやコイを供物として

奉納する。神社や祭礼は、湖の漁業価値を氏子に

バランス良く享受する機能を持つ。さらに、神社

の氏子のほとんどは漁業者であり、氏子組織は

各湖の協同組合組織と一体と言ってよいほど、

密接に関わっている。 

 

 （漁業システムに影響してきた地域の食文化） 

 三方五湖の食文化は縄文時代まで遡る。 

 三方湖付近で発掘された縄文遺跡の鳥浜貝塚

からは、フナやコイの骨、シジミの貝殻や煮炊き

の道具が発見されている。 

現代、地域住民は、特に祝い事などではフナや

コイの刺身を好んで食べる。こうした食文化は長い年数をかけて形成したものである。 

 

写真 26 地元で多様に調理される

三方五湖のフナ 

 

 

写真 27 観光資源としても重要な

ウナギ料理（うな重） 

   
フナの刺身 コイの刺身 コイの煮つけ 

   

ウナギの蒲焼き テナガエビの煮つけ シジミ汁 

写真 28 地域に伝わる伝承料理などの調理例 
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特にフナとコイは、煮つけ、鯉こく、刺身、刺身の子まぶしなど地域の伝承料理とし

て食卓に上る。湖から産する魚介類の多くは自家消費や地域内で消費しており、他の地

域への流通はわずかにとどまる。冬季、たたき網漁で捕獲されるフナやコイの刺身は、

柔らかな甘みがあり美味として食されている。また、三方湖、水月湖、菅湖、久々子湖

の周辺地域では、江戸時代からウナギを食べており、遡上が少なくなった現在は稚魚放

流ではあるものも、口細青うなぎとして飲食店で提供され、地域の高級品となっている

（写真２７）。 

 

（漁業システムに影響を与えてきた信仰：湖辺集落の信仰が現す価値観） 

 宇波西神社と五湖に伝わる伝承 

 漁業の地域ルールを治めるうえで、祭礼は大きな影響を与えてきた。 

三方五湖の久々子湖畔の気山に所在する宇波西神社は、湖の漁業と深い関わりあいの

ある神社の祭事を通じて、湖からの恵みを持続的に得ることへのインセンティブを地域

に与えてきた。 

 

 宇波西神社は、三方五湖の大半を占める水月湖、菅湖、久々子湖、日向湖の周囲にあ

る１１の氏子集落（約１，０００戸）が関わり、それぞれの集落から祭事へ参加する（写

真２９）。 

宇波西神社に毎年奉納される王の舞で用いる面型は、フナ・コイを獲ろうとして仕掛

けた刺し網に、フナとともに菅湖の水中から発見されたと伝えられている（「宇波西神

社の神事と芸能」三方町教育委員会、１９７９年（昭和５４年））。 

こうした伝説により、集落間に序列をあたえ漁業に関わる権利を配分する地域ルール

を守らせてきたと考えられる。 

 

 
写真 29 宇波西神社と三方五湖周囲に分布する氏子集落（黄色着色文字の集落） 

  ※「宇波西神社の神事と芸能」（三方町教育委員会、1979 年（昭和 54 年））より作図 

金山 

松原 

水月湖 

三方湖 
菅湖 

日向湖 

日本海 

海山 

海山(北庄) ● 

宇波西神社 

久々子 

気山(若狭町) 

日向 

大藪 
気山(美浜町) 

笹田 

久々子湖 郷市 
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 宇波西神社は、古来北陸道唯一の官幣大社とされ、ウガヤフキアエズノミコト（鵜草

葺不合、神武天皇の御父君）を祭神として祀る。「福井県の伝説」によると、宇波西神

社は、漁師が日向湖の水中から宇波西神を拾い上げ、村人たちと相談のうえで宇波西川

のほとりに造営したとされる。毎

年４月８日に行われる春の例大祭

は、１９７６年（昭和５１年）に国

選択の無形民俗文化財に指定され、

当日は氏子集落から王の舞、獅子

舞、田楽の神事芸能が奉納される。

宇波西神社の王の舞は、豊作・豊漁

を祈願して行われるものであり、

頭に鳥甲をかぶり顔に鼻高面をつ

け、赤色の衣装を身にまとった舞

人が舞を披露する（写真３０）。 

   

 鳥浜加茂神社と三方湖の漁業 

 鳥浜集落が祀る鳥浜加茂神社では、毎年１２月に行われる例祭において三方湖で獲れ

たフナを奉納する（写真３１）。神社への供物としてタイなどが奉納されるが、当神社

では、当地の漁業の代表であるフナを奉納する。漁業と信仰が深く結びついていること

が伺われる。 

 鳥浜集落は、三方五湖の最上流の三方湖に面しており、若狭町で人口と世帯数が最も

多い。この集落が祀る鳥浜加茂神社では、毎年１２月１２日に行われる例祭（感謝祭）

において農産物と水産物などの恵みを得た感謝の供物の１つとして鳥浜漁業協同組合

が準備したフナを奉納する。感謝祭では、鳥浜集落の各種の持ち回りの役をもつ区役員、

神社総代、各種役職者、団体長等が代表して参列する厳かな祭りとなっており、この中

に、鳥浜漁業協同組合も地区の代表として参列する。 

 鳥浜集落には、鳥浜加茂神社以外にも湖守神社があり、毎年５月１２日に行われる祭

 

写真 30 宇波西神社の王の舞 

  

写真 31 鳥浜加茂神社の例祭（左）と奉納されるフナ（右） 
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礼では、早朝より鳥浜漁業協同組合員が神社の清掃、飾りつけ等を奉仕し、漁に出て働

く者の安全と豊漁を祈願している（若狭町伝統文化保存協会、２０１７年（平成２５年））。 

  

 ４－３）地域住民、都市住民・企業等を含む多様な主体の参画・連携 

 漁業者、農業者、ＮＧＯ/ＮＰＯ、研究者、行政などで組織する「三方五湖世界農業

遺産推進協議会」や「三方五湖自然再生協議会」は、水質の浄化活動、水辺の再生、環

境保全型農業の推進、住民一斉清掃、エコツアー、環境教育を通じた文化の伝承など、

多様な主体が連携して様々な活動を行っている。 

 

 （三方五湖世界農業遺産推進協議会 －汽水域の漁業システムの振興－） 

三方五湖世界農業遺産推進協議会（図６）は、三方五湖の汽水湖沼群の漁業システム

の重要性を再認識し、漁業者が主体となって地域の農業や観光業等とも連携し、持続的

な伝統漁業を未来につなぐため、２０１６年（平成２８年）に設置した。 

この協議会には、三方五湖で組織しているすべての漁業協同組合が加入し、さらに、

周辺の水田稲作と梅栽培に関わる農業団体、観光業団体、林業団体、大学研究者、郷土

史家、自治体などの多様な主体が参加する。そして、三方五湖世界農業遺産推進協議会

では、漁業・水田稲作・梅栽培を軸にした産業の振興を中心に、漁業を中心とする一次

産業の振興と６次産業化に多様な主体が協働して取り組んでいる。三方五湖世界農業遺

産推進協議会では、次項の三方五湖自然再生協議会とも連携し、三方五湖を取り巻く漁

業・農業の振興と農業生物多様性を確保する目標を共有しながら、里海湖と里地里山と

の連環の持続的利用を目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 6 三方五湖世界農業遺産推進協議会組織図 

三方五湖世界農業遺産推進協議会 

行政機関（町） 
美浜町、若狭町 

農業協同組合 

敦賀美方農協 

漁業協同組合 
美浜町漁協、南西郷漁協、 

鳥浜漁協、海山漁協 

 

森林組合 
れいなん森林組合 

行政機関（県） 
福井県 

観光協会 
若狭美浜観光協会、 

若狭三方五湖観光協会 

研究者 
福井県立大学、東京大学、 

三方五湖自然再生協議会、 

福井県里山里海湖研究所、など 

アドバイス 
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 （三方五湖自然再生協議会 

  －生物多様性に富む漁業基盤の積極的な再生と保全－） 

三方五湖自然再生協議会（写真３２）は、三方

五湖の自然環境の保全活動、漁業など産業に関わ

る多様な主体が連携し、漁業資源を確保しながら

地域の活性化を図ることで良好な自然環境の再

生・維持を目的に、２０１１年（平成２３年）に設

置した協議会である。 

協議会は、漁業者、農業者、地域住民、市民団

体、地域団体、研究者、自治体、国の関係機関など

７０団体・個人が連携し、湖辺の水田でのフナ・コ

イの育苗やシジミのすむなぎさの造成やモニタリングなど自然再生事業を推進してい

る（三方五湖自然再生協議会、２０１２年（平成２４年））。 

活動目標として、漁業を代表とする地域の自然環境を活かした産業と連携すること

で自然環境の持続的な保全の実現を掲げている。 

主な活動として、漁業者と研究者が子どもたちと一緒にフナの増殖を行う教育活動

がある（写真３３）。川にシュロを漬けて産卵したフナの卵を水田で孵化し幼魚を育て、

湖に放流する過程を漁業者と子どもたちが共にすることで資源の大切さや将来への継

承の意義を伝えている。 

 

  

写真 33 三方五湖自然再生協議会で取り組まれる水田を活用したフナ類の種苗生産 

（左：フナの採卵、右：漁業者・行政による漁業と環境の教育活動） 

 

（子どもたちが取り組むゆりかご水田） 

 「私たちのマザーレイク・三方五湖 ～ゆりかご米づくりを通じて考える」 

このテーマのもと、湖近くの三方小学校では、２００９年（平成２１年）から児童全員

でゆりかご田に取り組んできた。 

 この活動の目的は、湖が多くの生き物を育て、地域の川や田んぼにも恵みを授けてく

れることを、稲づくりを通じて学ぶことにある。 

 ５月、湖につながる水路に「シュロ縄」を入れコイやフナに産卵させ、それを田植え

 
写真 32 三方五湖自然再生協議会 

（総会） 
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後に田んぼに入れ孵化させ、７月まで稲とともに育てる。７月下旬に稚魚を採集し、種

類や大きさなどを計測して、湖に帰している。この取組みを劇にして住民に発表するな

ど、活動を通じ湖の大切さへの理解を深めている。 

 

（多様な主体の参加による次世代への漁業システムの継承） 

 当地域では、生活の中で受け継がれてきた湖の文化を伝承するための目標を掲げて活

動している。三方五湖周辺里地里山の地域住民は、湖での漁業と周辺里地里山の水田稲

作や梅栽培によって生活してきた。三方五湖の周辺住民は、まさに、三方五湖の特異な

自然環境に育まれる魚介類をはじめとする農水産物を恵みとして享受しており、伝統的

文化として受け継いできている。一方で、三方五湖周辺地域では、他の地域と同様に人

口減少が懸念されているところであり、また、湖への意識が薄れることは湖を大切に思

う気持ちの衰退にもつながることが懸念される。湖の生活文化を伝承することは、ふる

さと意識を醸成することでもあり、今、まさに伝統的文化を意図的に継承する活動が必

要である。 

 そこで、三方五湖では、地元市民団体と研究者、学校、行政とが連携し、「昔の水辺

の絵画」に取り組んでいる（写真３４）。これは、小学生が祖父母、両親、近所の方な

どの大人の方に、昔の水辺の様子を自由に聞き取り、絵に描くものである。これまで、

１，０００点を超える絵画の応募があり、三方五湖から水田に遡上して産卵しているフ

ナやナマズの様子などが描かれている（写真３５）。このように、ふるさとの水辺の記

憶を伝える活動も、当地においては活発に行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（両町の住民が一体となった三方五湖一斉清掃） 

 毎年春と秋の２回、三方五湖周囲の住民が中心となり、漁業者をはじめ、住民や企業

などが参加した三方五湖一斉清掃を両町同日開催している。この取組みは、水質悪化の

改善運動として漁業者の呼びかけにより始まり、３０年以上にわたり継続し、毎回５０

０人を超える活動に発展している。 

  

写真 34 お年寄りから子どもへ水

辺の風景の伝承 

写真 35 子どもが描いた「昔の水

辺の風景」 
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 １９７５年（昭和５０年）頃、富栄養化に伴

う水質汚濁が進行し、著しいアオコの発生があ

った。 

 また、湖辺には大量のゴミが打ち寄せ環境悪

化が進行した。そうした状況を目の当たりにし

ていた漁業協同組合員らが話し合い、三方五湖

の全湖を一斉に清掃する運動を始めた。 

これが契機となり、湖周辺集落、一般町民、

地域の各種団体、地元企業、さらには、町内外

からの参加も得て、毎年５００人以上が清掃に

あたる重要な活動に発展している（写真３６）。 

 

（三方五湖の漁業を守る、周辺農地のエコファーマー） 

 三方五湖周囲では、稲作や梅が栽培されており、栽培者全

員が、福井県知事によって「エコファーマー」に認定されて

いる。 

 「エコファーマー」とは、持続性の高い農業生産方式の導

入の促進に関する法律に基き、持続性の高い農業生産方式を

導入する計画を立て、２割以上の減農薬・減化学肥料栽培に

取り組む農業者のことである（図７）。 

 ２００８年度（平成２０年度）より、湖を取り囲む水稲農

家、梅栽培農家の全てがエコファーマー活動に取り組んでおり、湖に化学肥料や化学合

成農薬の流入の低減化に努め、豊かな魚介類を育む三方五湖の環境保全に貢献している。 

  

 

写真 36 毎年２回実施される  

三方五湖一斉清掃 

 

図 7 エコファーマー

認定マーク 
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（５）ランドスケープ及びシースケープの特徴 

各湖の塩分濃度の違いが多種な魚類を生み、湖の地形の違いや魚種の違いが４００年

以上の年数をかけて特徴的な漁法や漁具を発展させた。さらに、里地を活用した水稲や

梅の栽培、里山の柴を利用する柴漬け漁などの営みが、湖、里地、里山の自然環境と相

互に作用し、三方五湖地域のランドスケープを形成している。 

 三方五湖地域には、４０万年もの長い年月をかけて沈降を繰り返した自然景観があり、

若狭湾国定公園に指定され原生的な自然が保護されている。一方、４００年前からの漁

業の営みにより、共有資

源の管理、漁獲魚や漁具

の資材の自然資源の循環

利用、地域をつなぐ伝統

と文化が関連しあい地域

的つながりを形成してき

た。漁業を中心として、

湖、漁村、農村、里地、里

山が連環することで独特

なランドスケープを特徴

づけている。 

 

 

 

 

 

 

（持続可能な漁業のための共有資源の管理） 

 明治時代から行われる漁業協同活動に

より、漁獲量や漁期などの申し合せ、湖

の形状に合った漁具などの技術開発、組

合間での漁獲量の相互監視などを行い、

持続可能な漁業のための共有資源の管理

や社会システムを構築し、保持してきた。 

 また、不安定な漁業収入を補うため、

湖周辺の里地里山を活用して水稲や梅を

栽培し、地域の土地資源を有効活用して

きた（写真３７）。 

 

 

図 8 三方五湖の漁業を中心とする地域的まとまり 

 
写真 37 里地を活用した湖辺

の水田 

漁業資材
の調達

漁獲魚
の直売

水稲・梅
栽培の複合

信仰・祭礼

漁業ルール
の守り

資源の
循環利用

農村・里地
里山

湖

共有資源
の管理

特徴的な
漁法の発展

漁村・漁業

漁業活動
の拠り所

地域内
消費

持続的な
資源利用

伝承料理

農業生物
多様性

加工・飲食業

漁業収入
の確保
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 （漁獲魚や柴漬け漁の資材などの自然資源の循環利用） 

獲りすぎない漁法「たたき網漁」などの伝統漁法は、６３種という多種な魚類を保全

し、農業生物多様性を支持している（写真３８）。さらに、里山の柴を材料とする「柴

漬け漁」（写真３９）、漁獲した魚を直売する集落など、三方五湖地域の自然資源が循環

し、地域を形成している。 

 

 

 

  （地域をつなぐ神社・祭礼と食文化） 

地域で祀る神社や祭礼は、湖の恵みを氏子にバランス良く享受する機能を持つ。神社

の氏子のほとんどは漁業者であり、氏子組織は各湖の組合組織と一体と言ってよいほど

密接に関わっており、地域をつなぐ役割を持っている。 

また、当地域には、フナとコイは、煮つけ、鯉こくなど地域の伝承料理として食べる

習慣がある。この食習慣が漁獲と消費をつなげ、漁獲量とのバランスを保ちながら持続

的な利用につなげている。 

 

  

  
写真 38 農業生物多様性を支持 

する「たたき網漁」 

写真 39 里山の柴を使った

「柴漬け漁」 
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添付資料１ 対象となる地域の位置図 
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添付資料２ 対象となる地域の土地利用図 
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添付資料３ 農業生物多様性に関する資料 

添付資料３－１ 三方五湖の魚類リスト 

 

 

 

  

久々子湖 三方湖 水月・菅湖

ヤツメウナギ ヤツメウナギ カワヤツメ ○ ○ ○

ウナギ ウナギ 二ホンウナギ ○ ○ ○ ○

ニシン ニシン サッパ ○ ○

ニシン ニシン コノシロ ○ ○ ○

コイ コイ コイ ○ ○ ○

コイ コイ ゲンゴロウブナ※ ○ ○ ○

コイ コイ ナガブナ ○

コイ コイ フナ類 ○ ○ ○ ○

コイ コイ ヤリタナゴ ○ ○ ○

コイ コイ イチモンジタナゴ ○

コイ コイ アカヒレタビラ ○

コイ コイ ワタカ※ ○

コイ コイ ハス ○ ○ ○

コイ コイ オイカワ※ ○ ○ ○

コイ コイ カワムツ ○ ○ ○

コイ コイ ソウギョ※ ○

コイ コイ アブラハヤ ○

コイ コイ タカハヤ ○

コイ コイ ウグイ ○ ○ ○

コイ コイ モツゴ ○ ○ ○

コイ コイ ヒガイ類 ○

コイ コイ ムギツク ○

コイ コイ タモロコ ○ ○ ○

コイ コイ カマツカ ○ ○

コイ ドジョウ ドジョウ ○

コイ ドジョウ シマドジョウ ○

ナマズ ナマズ ナマズ ○

ナマズ アカザ アカザ ○

ナマズ ゴンズイ ゴンズイ ○

サケ キュウリウオ ワカサギ ○ ○ ○ ○

サケ アユ アユ ○ ○ ○ ○

サケ シラウオ シラウオ ○ ○ ○

サケ サケ サケ ○ ○ ○

サケ サケ サクラマス ○

サケ サケ サツキマス※ ○

トウゴロウイワシ トウゴロウイワシ トウゴロウイワシ ○ ○

ダツ メダカ キタノメダカ ○

ダツ サヨリ クルメサヨリ ○ ○ ○

ダツ サヨリ サヨリ ○ ○

トゲウオ トゲウオ イトヨ（降海型） ○ ○

カサゴ カジカ カマキリ ○

スズキ スズキ スズキ ○ ○ ○

スズキ シマイサキ シマイサキ ○ ○

スズキ サンフィッシュ ブルーギル※ ○ ○

スズキ オオクチバス※ ○ ○ ○

スズキ アジ マアジ ○

スズキ ヒイラギ ヒイラギ ○

スズキ ヒイラギ ヒメヒイラギ ○

スズキ ボラ ボラ ○ ○ ○ ○

スズキ ボラ セスジボラ ○

スズキ ボラ メナダ ○ ○ ○

目名 科名 種名 漁獲対象魚
確認
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久々子湖 三方湖 水月・菅湖

スズキ イソギンポ イソギンポ ○

スズキ ドンコ ドンコ ○

スズキ ハゼ シロウオ ○ ○ ○

スズキ ハゼ ミミズハゼ ○

スズキ ハゼ スミウキゴリ ○

スズキ ハゼ ウキゴリ ○ ○ ○

スズキ ハゼ ウキゴリ類 ○

スズキ ハゼ ビリンゴ ○ ○

スズキ ハゼ ビリンゴ類 ○

スズキ ハゼ ウロハゼ ○ ○ ○

スズキ ハゼ マハゼ ○ ○ ○ ○

スズキ ハゼ アシシロハゼ ○

スズキ ハゼ シマヨシノボリ ○

スズキ ハゼ ゴクラクハゼ ○ ○ ○

スズキ ハゼ トウヨシノボリ ○ ○

スズキ ハゼ ヨシノボリ類 ○

スズキ ハゼ ヌマチチブ ○ ○ ○

スズキ ハゼ チチブ ○ ○ ○

スズキ ハゼ チチブ類 ○ ○

スズキ アイゴ アイゴ ○

カレイ カレイ ヌマガレイ ○ ○ ○

カレイ カレイ イシガレイ ○

フグ フグ ヒガンフグ ○ ○

フグ フグ クサフグ ○ ○

8 49 49 42
※当システムで保全される魚種は本表70種から外来種（7種）を除いた63種としている。

合計：13目29科70種

資料：「Ciconia（福井県自然保護センター研究報告）16:45-61（2011）三方五湖水域の魚類相とその特性」（福井県海浜自然セ
ンター、2006-2007年）、「福井県の陸水生物」（福井県、平成10年3月）、その他（三方五湖自然再生協議会資料）

目名 科名 種名 漁獲対象魚
確認
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添付資料３－２ 三方五湖の鳥類リスト 

 

キジ キジ ウズラ Coturnix japonica

カモ カモ ヒシクイ Anser fabalis

カモ カモ マガン Anser albifrons

カモ カモ コハクチョウ Cygnus columbianus

カモ カモ オオハクチョウ Cygnus cygnus

カモ カモ オシドリ Aix galericulata

カモ カモ オカヨシガモ Anas strepera

カモ カモ ヨシガモ Anas falcata

カモ カモ ヒドリガモ Anas penelope

カモ カモ アメリカヒドリ Anas americana

カモ カモ マガモ Anas platyrhynchos

カモ カモ カルガモ Anas zonorhyncha

カモ カモ ハシビロガモ Anas clypeata

カモ カモ オナガガモ Anas acuta

カモ カモ トモエガモ Anas formosa

カモ カモ コガモ Anas crecca

カモ カモ ホシハジロ Aythya ferina

カモ カモ キンクロハジロ Aythya fuligula

カモ カモ スズガモ Aythya marila

カモ カモ シノリガモ Histrionicus histrionicus

カモ カモ ビロードキンクロ Melanitta fusca

カモ カモ クロガモ Melanitta americana

カモ カモ ホオジロガモ Bucephala clangula

カモ カモ ミコアイサ Mergellus albellus

カモ カモ カワアイサ Mergus merganser

カモ カモ ウミアイサ Mergus serrator

カイツブリ カイツブリ カイツブリ Tachybaptus ruficollis

カイツブリ カイツブリ カンムリカイツブリ Podiceps cristatus

カイツブリ カイツブリ ハジロカイツブリ Podiceps nigricollis

カイツブリ カイツブリ カイツブリ類 Podicipedidae sp.

ハト ハト キジバト Streptopelia orientalis

ハト ハト アオバト Treron sieboldii

カツオドリ ウ カワウ Phalacrocorax carbo

カツオドリ ウ ウミウ Phalacrocorax capillatus

ペリカン サギ ゴイサギ Nycticorax nycticorax

ペリカン サギ アマサギ Bubulcus ibis

ペリカン サギ アオサギ Ardea cinerea

ペリカン サギ ダイサギ Ardea alba

ペリカン サギ チュウサギ Egretta intermedia

ペリカン サギ サギ類 Ardeidae sp.

ペリカン トキ ヘラサギ Platalea leucorodia

ツル クイナ バン Gallinula chloropus

ツル クイナ オオバン Fulica atra

カッコウ カッコウ ツツドリ Cuculus optatus

チドリ チドリ ムナグロ Pluvialis fulva

チドリ チドリ メダイチドリ Charadrius mongolus

チドリ ミヤコドリ ミヤコドリ Haematopus ostralegus

チドリ セイタカシギ セイタカシギ Himantopus himantopus

チドリ シギ オオジシギ Gallinago hardwickii

チドリ シギ タシギ Gallinago gallinago

チドリ シギ オオハシシギ Limnodromus scolopaceus

チドリ シギ チュウシャクシギ Numenius phaeopus

チドリ シギ ホウロクシギ Numenius madagascariensis

チドリ シギ アオアシシギ Tringa nebularia
チドリ シギ キアシシギ Heteroscelus brevipes
チドリ シギ イソシギ Actitis hypoleucos
チドリ シギ オバシギ Calidris tenuirostris

目名 科名 種名 学名
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チドリ シギ トウネン Calidris ruficollis
チドリ シギ ヒバリシギ Calidris subminuta
チドリ シギ ハマシギ Calidris alpina
チドリ シギ キリアイ Limicola falcinellus
チドリ シギ アカエリヒレアシシギ Phalaropus lobatus
チドリ カモメ ユリカモメ Larus ridibundus
チドリ カモメ セグロカモメ Larus argentatus
チドリ カモメ カモメ類 Laridae sp.
タカ ミサゴ ミサゴ Pandion haliaetus
タカ タカ トビ Milvus migrans
タカ タカ オジロワシ Haliaeetus albicilla
タカ タカ オオワシ Haliaeetus pelagicus
タカ タカ チュウヒ Circus spilonotus
タカ タカ ハイイロチュウヒ Circus cyaneus
タカ タカ ツミ Accipiter gularis
タカ タカ ハイタカ Accipiter nisus
タカ タカ オオタカ Accipiter gentilis
タカ タカ サシバ Butastur indicus
タカ タカ ノスリ Buteo buteo
タカ タカ ケアシノスリ Buteo lagopus
タカ タカ クマタカ Nisaetus nipalensis
フクロウ フクロウ フクロウ Strix uralensis
ブッポウソウ カワセミ カワセミ Alcedo atthis
キツツキ キツツキ コゲラ Dendrocopos kizuki
キツツキ キツツキ アオゲラ Picus awokera
ハヤブサ ハヤブサ コチョウゲンボウ Falco columbarius
ハヤブサ ハヤブサ チゴハヤブサ Falco subbuteo
ハヤブサ ハヤブサ ハヤブサ Falco peregrinus
スズメ モズ モズ Lanius bucephalus
スズメ カラス ハシボソガラス Corvus corone
スズメ カラス ハシブトガラス Corvus macrorhynchos
スズメ シジュウカラ ヤマガラ Poecile varius
スズメ シジュウカラ シジュウカラ Parus minor
スズメ ツバメ ツバメ Hirundo rustica
スズメ ツバメ コシアカツバメ Hirundo daurica
スズメ ヒヨドリ ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis
スズメ ウグイス ウグイス Cettia diphone
スズメ エナガ エナガ Aegithalos caudatus
スズメ メジロ メジロ Zosterops japonicus
スズメ ヨシキリ オオヨシキリ Acrocephalus orientalis
スズメ ヨシキリ コヨシキリ Acrocephalus bistrigiceps
スズメ ミソサザイ ミソサザイ Troglodytes troglodytes
スズメ ムクドリ ムクドリ Spodiopsar cineraceus
スズメ ヒタキ クロツグミ Turdus cardis
スズメ ヒタキ シロハラ Turdus pallidus
スズメ ヒタキ ツグミ Turdus naumanni
スズメ ヒタキ ルリビタキ Tarsiger cyanurus
スズメ ヒタキ ジョウビタキ Phoenicurus auroreus
スズメ ヒタキ イソヒヨドリ Monticola solitarius
スズメ ヒタキ キビタキ Ficedula narcissina
スズメ スズメ スズメ Passer montanus
スズメ セキレイ ハクセキレイ Motacilla alba
スズメ セキレイ セグロセキレイ Motacilla grandis
スズメ アトリ アトリ Fringilla montifringilla
スズメ アトリ カワラヒワ Chloris sinica
スズメ アトリ ベニヒワ Carduelis flammea
スズメ アトリ ベニマシコ Uragus sibiricus
スズメ アトリ シメ Coccothraustes coccothraustes
スズメ アトリ イカル Eophona personata
スズメ ツメナガホオジロ ユキホオジロ Plectrophenax nivalis
スズメ ホオジロ ホオジロ Emberiza cioides
スズメ ホオジロ カシラダカ Emberiza rustica
スズメ ホオジロ ミヤマホオジロ Emberiza elegans
スズメ ホオジロ アオジ Emberiza spodocephala
スズメ ホオジロ オオジュリン Emberiza schoeniclus

合計：15目37科119種

資料：福井県みどりのデータバンク すぐれた自然データベース、「福井の鳥とけものたち」（福井
県、1998年3月）、福井県里山里海研究所ホームページ

目名 科名 種名 学名
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添付資料３－３ 三方五湖の植物（水域）リスト 

 

 

資料：「ナチュラリスト Vol.16（2）2005 三方五湖の水草」（福井県自然保護センター、2005 年）福

井県自然保護センターが 2003 年及び 2005 年に、水月湖及び菅湖、三方湖にて実施した水草帯の調

査結果 

 

 

  

スイレン コウホネ Nuphar japonicum

ヒシ ヒシ Trapa japonica

アリノトウグサ ホザキノフサモ Myriophyllum spicatum

トチカガミ オオカナダモ※ Egeria densa

トチカガミ クロモ Hydrilla verticillata

トチカガミ セキショウモ Vallisneria asiatica

ヒルムシロ イトモ Potamogeton berchtoldii

ヒルムシロ エビモ Potamogeton crispus

ヒルムシロ ヒロハノエビモ Potamogeton perfoliatus

イネ ヨシ Phragmites australis

イネ マコモ Zizania latifolia

※外来種（1種）

合計：6科11種

科名 種名 学名
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添付資料３－４ 三方五湖及び周辺地域の絶滅危惧種 

 

哺乳類

参考

美浜町 若狭町 （国RL2)）

1
県域準

絶滅危惧
コウモリ(翼手) ヒナコウモリ モモジロコウモリ Myotis macrodactylus ○

2
県域準

絶滅危惧
コウモリ(翼手) ヒナコウモリ ユビナガコウモリ Miniopterus schreibersi ○

3
県域準

絶滅危惧
ネズミ(齧歯) ヤマネ ヤマネ Glirulus japonicus ○

4
県域準

絶滅危惧
ネズミ(齧歯) ネズミ カヤネズミ Micromys minutus ○ ○

5 要注目 ネズミ(齧歯) リス ムササビ Petaurista leucogenys ○

鳥類

参考

美浜町 若狭町 （国RL2)）

1
県域絶滅
危惧Ⅰ類

カモ カモ 亜種オオヒシクイ Anser fabalis middendorffii ○ 準絶

2
県域絶滅
危惧Ⅰ類

コウノトリ コウノトリ コウノトリ Ciconia boyciana ○ ○ ⅠA

3
県域絶滅
危惧Ⅰ類

ペリカン サギ サンカノゴイ Botaurus stellaris ○ ⅠB

4
県域絶滅
危惧Ⅰ類

ペリカン サギ ヨシゴイ Ixobrychus sinensis ○ 準絶

5
県域絶滅
危惧Ⅰ類

ペリカン サギ オオヨシゴイ Ixobrychus eurhythmus ○ ⅠA

6
県域絶滅
危惧Ⅰ類

ツル クイナ ヒクイナ Porzana fusca ○ 準絶

7
県域絶滅
危惧Ⅰ類

チドリ タマシギ タマシギ Rostratula benghalensis ○ Ⅱ類

8
県域絶滅
危惧Ⅰ類

タカ タカ オジロワシ Haliaeetus albicilla ○ Ⅱ類

9
県域絶滅
危惧Ⅰ類

タカ タカ オオワシ Haliaeetus pelagicus ○ Ⅱ類

10
県域絶滅
危惧Ⅰ類

タカ タカ オオタカ Accipiter gentilis ○ 準絶

11
県域絶滅
危惧Ⅰ類

タカ タカ クマタカ Spizaetus nipalensis ○ ○ ⅠB

12
県域絶滅
危惧Ⅰ類

ブッポウソウ ブッポウソウ ブッポウソウ Eurystomus orientalis ○ ⅠB

13
県域絶滅
危惧Ⅰ類

スズメ ヤイロチョウ ヤイロチョウ Pitta brachyura ○ ⅠB

14
県域絶滅
危惧Ⅰ類

スズメ モズ アカモズ Lanius cristatus ○ ⅠB

15
県域絶滅
危惧Ⅱ類

キジ キジ ウズラ Coturnix japonica ○ Ⅱ類

16
県域絶滅
危惧Ⅱ類

カモ カモ マガン Anser albifrons ○ 準絶

17
県域絶滅
危惧Ⅱ類

カモ カモ オシドリ Aix galericulata ○ ○ 情不

18
県域絶滅
危惧Ⅱ類

カモ カモ トモエガモ Anas formosa ○ Ⅱ類

19
県域絶滅
危惧Ⅱ類

ペリカン サギ ササゴイ Butorides striatus ○

20
県域絶滅
危惧Ⅱ類

ペリカン サギ コサギ Egretta garzetta ○ ○

21
県域絶滅
危惧Ⅱ類

ヨタカ ヨタカ ヨタカ Caprimulgus indicus ○ 準絶

22
県域絶滅
危惧Ⅱ類

チドリ シギ ホウロクシギ Numenius madagascariensis ○ ○ Ⅱ類

23
県域絶滅
危惧Ⅱ類

チドリ シギ アカアシシギ Tringa totanus ○ Ⅱ類

24
県域絶滅
危惧Ⅱ類

タカ タカ ハチクマ Pernis apivorus ○ 準絶

25
県域絶滅
危惧Ⅱ類

タカ タカ チュウヒ Circus spilonotus ○ ⅠB

26
県域絶滅
危惧Ⅱ類

フクロウ フクロウ アオバズク Ninox scutulata ○ ○

27
県域絶滅
危惧Ⅱ類

ハヤブサ ハヤブサ ハヤブサ Falco peregrinus ○ ○ Ⅱ類

28
県域絶滅
危惧Ⅱ類

スズメ ホオジロ コジュリン Emberiza yessoensis ○ ○ Ⅱ類

29
県域絶滅
危惧Ⅱ類

スズメ ホオジロ ノジコ Emberiza sulphurata ○ 準絶

30
県域準

絶滅危惧
カモ カモ コハクチョウ Cygnus columbianus ○

31
県域準

絶滅危惧
カモ カモ オオハクチョウ Cygnus cygnus ○ ○

確認記録
1)

№ 目名 科名 種名 学名
確認記録

1)

学名種名科名目名№
福井県RDB
カテゴリー

福井県RDB
カテゴリー
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参考

美浜町 若狭町 （国RL2)）

32
県域準

絶滅危惧
カモ カモ ヨシガモ Anas falcata ○

33
県域準

絶滅危惧
ペリカン サギ チュウサギ Egretta intermedia ○ ○ 準絶

34
県域準

絶滅危惧
ペリカン サギ クロサギ Egretta sacra ○ ○

35
県域準

絶滅危惧
チドリ チドリ タゲリ Vanellus vanellus ○ ○

36
県域準

絶滅危惧
チドリ チドリ イカルチドリ Charadrius placidus ○

37
県域準

絶滅危惧
チドリ セイタカシギ セイタカシギ Himantopus himantopus ○ Ⅱ類

38
県域準

絶滅危惧
チドリ シギ ヤマシギ Scolopax rusticola ○

39
県域準

絶滅危惧
チドリ シギ オオソリハシシギ Limosa lapponica ○ Ⅱ類

40
県域準

絶滅危惧
チドリ シギ ツルシギ Tringa erythropus ○ Ⅱ類

41
県域準

絶滅危惧
チドリ シギ コアオアシシギ Tringa stagnatilis ○

42
県域準

絶滅危惧
タカ ミサゴ ミサゴ Pandion haliaetus ○ ○ 準絶

43
県域準

絶滅危惧
タカ タカ サシバ Butastur indicus ○ ○ Ⅱ類

44
県域準

絶滅危惧
フクロウ フクロウ オオコノハズク Otus lempiji ○

45
県域準

絶滅危惧
フクロウ フクロウ コノハズク Otus scops ○

46
県域準

絶滅危惧
ブッポウソウ カワセミ アカショウビン Halcyon coromanda ○ ○

47
県域準

絶滅危惧
キツツキ キツツキ アリスイ Jynx torquilla ○

48
県域準

絶滅危惧
スズメ ツバメ コシアカツバメ Hirundo daurica ○ ○

49
県域準

絶滅危惧
スズメ キバシリ キバシリ Certhia familiaris ○

50
県域準

絶滅危惧
スズメ スズメ ニュウナイスズメ Passer rutilans ○

51 要注目 カモ カモ 亜種ヒシクイ Anser fabalis serrirostris ○ Ⅱ類

52 要注目 カモ カモ ツクシガモ Tadorna tadorna ○ Ⅱ類

53 要注目 カモ カモ アカツクシガモ Tadorna ferruginea ○ 情不

54 要注目 カモ カモ クロガモ Melanitta nigra ○

55 要注目 カモ カモ ホオジロガモ Bucephala clangula ○ ○

56 要注目 カモ カモ カワアイサ Mergus merganser ○

57 要注目 カイツブリ カイツブリ カンムリカイツブリ Podiceps cristatus ○ ○

58 要注目 カツオドリ ウ ヒメウ Phalacrocorax pelagicus ○ ○ ⅠB

59 要注目 ツル クイナ クイナ Rallus aquaticus ○

60 要注目 チドリ チドリ ダイゼン Pluvialis squatarola ○

61 要注目 チドリ チドリ コチドリ Charadrius dubius ○ ○

62 要注目 チドリ チドリ メダイチドリ Charadrius mongolus ○

63 要注目 チドリ シギ ダイシャクシギ Numenius arquata ○

64 要注目 チドリ シギ アオアシシギ Tringa nebularia ○

65 要注目 チドリ シギ タカブシギ Tringa glareola ○ Ⅱ類

66 要注目 チドリ シギ ソリハシシギ Xenus cinereus ○ ○

67 要注目 チドリ シギ イソシギ Actitis hypoleucos ○ ○

68 要注目 チドリ シギ オバシギ Calidris tenuirostris ○

69 要注目 チドリ シギ ハマシギ Calidris alpina ○ 準絶

70 要注目 チドリ ツバメチドリ ツバメチドリ Glareola maldivarum ○ Ⅱ類

71 要注目 ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ Falco tinnunculus ○

72 要注目 スズメ サンショウクイ サンショウクイ Pericrocotus divaricatus ○ ○ Ⅱ類

学名
確認記録1)

№
福井県RDB
カテゴリー

目名 科名 種名
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参考

美浜町 若狭町 （国RL
2)
）

73 要注目 スズメ カササギヒタキ サンコウチョウ Terpsiphone atrocaudata ○ ○

74 要注目 スズメ ウグイス ヤブサメ Urosphena squameiceps ○

75 要注目 スズメ セッカ セッカ Cisticola juncidis ○ ○

76 要注目 スズメ イワヒバリ カヤクグリ Prunella rubida ○

77 要注目 スズメ ホオジロ ホオアカ Emberiza fucata ○ ○

爬虫類

参考

美浜町 若狭町 （国RL
2)
）

1
県域準

絶滅危惧
カメ イシガメ ニホンイシガメ Mauremys japonica ○ ○ 準絶

2
県域準

絶滅危惧
カメ スッポン ニホンスッポン Pelodiscus sinensis ○ ○ 情不

3 要注目 トカゲ ナミヘビ ヒバカリ Amphiesma vibakari vibakari ○

両生類

参考

美浜町 若狭町 （国RL
2)
）

1
県域絶滅
危惧Ⅰ類

有尾 サンショウウオ アベサンショウウオ Hynobius abei ○ ○ ⅠA

2
県域絶滅
危惧Ⅱ類

無尾 アカガエル ナゴヤダルマガエル Pelophylax porosus brevipodus ○ ○ ⅠB

3
県域準

絶滅危惧
カエル ヒキガエル ナガレヒキガエル Bufo torrenticola ○

4 要注目 有尾 イモリ アカハライモリ Cynops pyrrhogaster ○ ○ 準絶

5 要注目 無尾 ヒキガエル アズマヒキガエル Bufo japonicus formosus ○

6 要注目 カエル アカガエル トノサマガエル Pelophylax nigromaculatus ○ ○ 準絶

淡水魚類

参考

美浜町 若狭町 （国RL2)）

1
県域絶滅
危惧Ⅰ類

ウナギ ウナギ ニホンウナギ Anguilla japonica ○ ○ ⅠB

2
県域絶滅
危惧Ⅰ類

コイ コイ イチモンジタナゴ Acheilognathus cyanostigma ○ ⅠA

3
県域絶滅
危惧Ⅰ類

コイ コイ ハス三方五湖産 Opsariichthys uncirostris uncirostris ○ Ⅱ類

4
県域絶滅
危惧Ⅰ類

トゲウオ トゲウオ イトヨ日本海型（降海型） Gasterosteus aculeatus aculeatus ○ 地域

5
県域絶滅
危惧Ⅱ類

ヤツメウナギ ヤツメウナギ スナヤツメ南方種 Lethenteron sp.S. ○ ○ Ⅱ類

6
県域絶滅
危惧Ⅱ類

ヤツメウナギ ヤツメウナギ カワヤツメ Lethenteron camtschaticum 〇 Ⅱ類

7
県域絶滅
危惧Ⅱ類

コイ コイ アブラボテ Tanakia limbata ○ 準絶

8
県域絶滅
危惧Ⅱ類

コイ ドジョウ ホトケドジョウ Lefua echigonia ○ ⅠB

9
県域絶滅
危惧Ⅱ類

ナマズ アカザ アカザ Liobagrus reinii ○ ○ Ⅱ類

10
県域絶滅
危惧Ⅱ類

サケ キュウリウオ ワカサギ Hypomesus nipponensis ○

11
県域絶滅
危惧Ⅱ類

サケ シラウオ シラウオ Salangichthys microdon ○

12
県域絶滅
危惧Ⅱ類

サケ サケ ヤマメ Oncorhynchus masou masou ○ ○ 準絶

13
県域絶滅
危惧Ⅱ類

サケ サケ イワナ Salvelinus leucomaenis ○ ○ 情不

14
県域絶滅
危惧Ⅱ類

ダツ メダカ キタノメダカ（メダカ北日本集団） Oryzias sakaizumii ○ ○ Ⅱ類

15
県域絶滅
危惧Ⅱ類

ダツ サヨリ クルメサヨリ Hyporhamphus intermedius ○ 準絶

16
県域絶滅
危惧Ⅱ類

カサゴ カジカ カマキリ（アユカケ） Cottus kazika ○ ○ Ⅱ類

17
県域絶滅
危惧Ⅱ類

スズキ ハゼ シロウオ Leucopsarion petersii ○ ○ Ⅱ類

18
県域準

絶滅危惧
コイ コイ ムギツク Pungtungia herzi ○

19
県域準

絶滅危惧
コイ コイ イトモロコ Squalidus gracilis gracilis ○

№
福井県RDB
カテゴリー

目名 科名 種名 学名
確認記録1)

確認記録1)

№ 目名 科名 種名 学名
福井県RDB
カテゴリー

確認記録
1)

№ 目名 科名 種名 学名
福井県RDB
カテゴリー

福井県RDB
カテゴリー

№ 目名 科名 種名 学名

確認記録
1)
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参考

美浜町 若狭町 （国RL2)）

20
県域準

絶滅危惧
サケ サケ サケ Oncorhynchus keta ○ ○

21
県域準

絶滅危惧
カサゴ カジカ カジカ大卵型 Cottus pollux ○ ○ 準絶

22 要注目 コイ コイ ヤリタナゴ Tanakia lanceolata ○ 準絶

23 要注目 コイ ドジョウ ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus ○ ○ 情不

24 要注目 コイ ドジョウ スジシマドジョウ種群 Cobitis striata complex ○

25 要注目 スズキ カワアナゴ カワアナゴ Eleotris oxycephala ○ ○

26
絶滅の恐れのあ
る地域個体群

コイ コイ タモロコ三方五湖産 Gnathopogon elongatus elongatus ○

昆虫類

参考

美浜町 若狭町 （国RL2)）

1 県域絶滅 チョウ ジャノメチョウ ウラナミジャノメ（本土亜種） Ypthima multistriata niphonica ● Ⅱ類

2
県域絶滅
危惧Ⅰ類

トンボ サナエトンボ ヒラサナエ Davidius moiwanus taruii ○

3
県域絶滅
危惧Ⅰ類

コウチュウ ゲンゴロウ シマゲンゴロウ Hydaticus bowringii ○ 準絶

4
県域絶滅
危惧Ⅰ類

コウチュウ ゲンゴロウ ゲンゴロウ Cybister chinensis ○ Ⅱ類

5
県域絶滅
危惧Ⅰ類

コウチュウ ゲンゴロウ コガタノゲンゴロウ Cybister tripunctatus lateralis ○ Ⅱ類

6
県域絶滅
危惧Ⅱ類

トンボ ヤンマ ネアカヨシヤンマ Aeschnophlebia anisoptera ○ 準絶

7
県域絶滅
危惧Ⅱ類

トンボ トンボ マイコアカネ Sympetrum kunckeli ○

8
県域絶滅
危惧Ⅱ類

ハチ アリ ケブカツヤオオアリ Camponotus nipponensis ○ 情不

9
県域絶滅
危惧Ⅱ類

ハチ ギングチバチ シモヤマジガバチモドキ Trypoxylon shimoyamai ○

10
県域絶滅
危惧Ⅱ類

ハチ ギングチバチ ニトベギングチ Spadicocrabro nitobei ○ 情不

11
県域絶滅
危惧Ⅱ類

ハチ ギングチバチ キユビギングチ Crossocerus flavitarsus ○ 情不

12
県域絶滅
危惧Ⅱ類

チョウ シロチョウ ツマグロキチョウ Eurema laeta betheseba ○ ⅠB

13
県域準

絶滅危惧
トンボ イトトンボ モートンイトトンボ Mortonagrion selenion ○ 準絶

14
県域準

絶滅危惧
トンボ イトトンボ ホソミイトトンボ Aciagrion migratum ○

15
県域準

絶滅危惧
トンボ ヤンマ アオヤンマ Aeschnophlebia longistigma ○ ○ 準絶

16
県域準

絶滅危惧
トンボ エゾトンボ トラフトンボ Epitheca marginata ○

17
県域準

絶滅危惧
カメムシ セミ ヒメハルゼミ Euterpnosia chibensis chibensis ○

18
県域準

絶滅危惧
コウチュウ ゲンゴロウ クロゲンゴロウ Cybister brevis ○ 準絶

19
県域準

絶滅危惧
ハチ アリ アメイロオオアリ Camponotus devestivus ○

20
県域準

絶滅危惧
ハチ アナバチ フクイアナバチ Sphex inusitatus ○ 準絶

21
県域準

絶滅危惧
ハチ ギングチバチ アカオビケラトリバチ Larra amplipennis ○

22
県域準

絶滅危惧
ハチ ドロバチモドキ ニッポンハナダカバチ Bembix niponica ○ Ⅱ類

23
県域準

絶滅危惧
チョウ アゲハチョウ ギフチョウ Luehdorfia japonica ○ Ⅱ類

24
県域準

絶滅危惧
チョウ タテハチョウ オオムラサキ Sasakia charonda charonda ○ 準絶

25 要注目 トンボ イトトンボ ムスジイトトンボ Paracercion melanotum ○ ○

26 要注目 トンボ ムカシトンボ ムカシトンボ Epiophlebia superstes ○ ○

27 要注目 トンボ サナエトンボ メガネサナエ Stylurus oculatus ○ Ⅱ類

28 要注目 トンボ エゾトンボ エゾトンボ Somatochlora viridiaenea ○

29 要注目 トンボ トンボ ハッチョウトンボ Nannophya pygmaea ○ ○

30 要注目 カワゲラ トワダカワゲラ ミネトワダカワゲラ Scopura montana 〇

31 要注目 バッタ マツムシ クチキコオロギ Duolandrevus ivani ○

確認記録1)

№ 目名 科名 種名 学名
福井県RDB
カテゴリー

学名
確認記録1)

№
福井県RDB
カテゴリー

目名 科名 種名
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参考

美浜町 若狭町 （国RL
2)
）

32 要注目 カメムシ ナベブタムシ ナベブタムシ Aphelocheirus vittatus ○

33 要注目 カメムシ コオイムシ オオコオイムシ Appasus major ○

34 要注目 コウチュウ ゲンゴロウ ケシゲンゴロウ Hyphydrus japonicus ○ 準絶

35 要注目 コウチュウ ゲンゴロウ マルチビゲンゴロウ Leiodytes frontalis ○ 準絶

36 要注目 コウチュウ ガムシ スジヒラタガムシ Helochares nipponicus ○ 準絶

37 要注目 コウチュウ タマムシ サビナカボソタマムシ Coraebus ishiharai ○ ○

38 要注目 コウチュウ カミキリムシ ニッポンモモブトコバネカミキリ Merionoeda formosana septentrionalis ○

39 要注目 コウチュウ カミキリムシ キュウシュウチビトラカミキリ Perissus kiusiuensis kiusiuensis ○ ○

40 要注目 コウチュウ カミキリムシ ヤノトラカミキリ Xylotrechus yanoi ○

41 要注目 コウチュウ カミキリムシ クロオビトゲムネカミキリ Sciades fasciatus fasciatus ○

42 要注目 ハチ アリ トゲアリ Polyrhachis lamellidens ○ Ⅱ類

43 要注目 ハチ クモバチ スギハラクモバチ Leptodialepis sugiharai ○ ○ 情不

44 要注目 ハチ クモバチ フタモンクモバチ Parabatozonus jankowskii ○ ○ 準絶

45 要注目 ハチ クモバチ アオスジクモバチ Paracyphononyx alienus ○ 情不

46 要注目 ハチ スズメバチ チャイロスズメバチ Vespa dybowskii ○

47 要注目 ハチ ギングチバチ ササキリギングチ Ectemnius furuichii ○ 準絶

48 要注目 ハチ ギングチバチ ニッポンアワフキバチ Argogorytes nipponis ○ 情不

49 要注目 ハチ ミツバチ イカズチキマダラハナバチ Nomada icazti ○ ○

50 要注目 ハチ ミツバチ ナミルリモンハナバチ Thyreus decorus ○ ○ 情不

51 要注目 ハエ カ トワダオオカ Toxorhynchites towadensis ○

陸産貝類

参考

美浜町 若狭町 （国RL2)）

1
県域絶滅
危惧Ⅰ類

異鰓 オカモノアラガイ ナガオカモノアラガイ Oxyloma hirasei 〇 準絶

2
県域絶滅
危惧Ⅱ類

新生腹足 ヤマタニシ アツブタガイ Cyclotus campanulatus campanulatus 〇 〇

3
県域絶滅
危惧Ⅱ類

異鰓 ベッコウマイマイ オオウエキビ Trochochlamys fraterna 〇 情不

4
県域絶滅
危惧Ⅱ類

柄眼 ニッポンマイマイ ケハダビロウドマイマイ Nipponochloritis fragilis 〇 〇 準絶

5
県域準

絶滅危惧
新生腹足 ケシガイ スジケシガイ Carychium noduliferum 〇

6 要注目 異鰓 キセルガイ シリオレトノサマギセル Mundiphaedusa decapitata 〇 準絶

7 要注目 柄眼 ニッポンマイマイ コシタカコベソマイマイ Satsuma myomphala 〇 準絶

8 要注目 柄眼 オナジマイマイ ツルガマイマイ Euhadra latispira tsurugensis 〇 〇

9 要注目 柄眼 ニッポンマイマイ ヤマタカマイマイ Satsuma papilliformis 〇 〇 準絶

10 要注目 柄眼 オナジマイマイ クチベニマイマイ Euhadra callizona amaliae 〇 〇

淡水産貝類

参考

美浜町 若狭町 （国RL2)）

1
県域絶滅
危惧Ⅰ類

イシガイ イシガイ トンガリササノハガイ Lanceolaria grayana 〇 準絶

2
県域絶滅
危惧Ⅰ類

イシガイ イシガイ カラスガイ Cristaria plicata 〇 〇 準絶

3
県域絶滅
危惧Ⅰ類

イシガイ イシガイ フネドブガイ Anemina arcaeformis 〇 〇

4
県域絶滅
危惧Ⅱ類

新生腹足 ミズゴマツボ ミズゴマツボ Stenothyra japonica 〇 Ⅱ類

5
県域絶滅
危惧Ⅱ類

イシガイ イシガイ マツカサガイ Pronodularia japanensis 〇 準絶

6
県域絶滅
危惧Ⅱ類

イシガイ イシガイ カタハガイ Obovalis omiensis 〇 Ⅱ類

学名
確認記録

1)

№
福井県RDB
カテゴリー

目名 科名 種名

確認記録1)

種名 学名

確認記録1)

№ 目名 科名 種名 学名
福井県RDB
カテゴリー

福井県RDB
カテゴリー

№ 目名 科名
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参考

美浜町 若狭町 （国RL
2)
）

7
県域絶滅
危惧Ⅱ類

イシガイ イシガイ マルドブガイ Sinanodonta calipygos 〇 〇 Ⅱ類

8
県域絶滅
危惧Ⅱ類

ザルガイ シジミ マシジミ Corbicula leana 〇 〇 Ⅱ類

9
県域絶滅
危惧Ⅱ類

新生腹足 カワグチツボ カワグチツボ Iravadia elegantula 〇 〇 準絶

10
県域準

絶滅危惧
アマオブネガイ アマオブネ イシマキガイ Clithon retropicta 〇 〇

11
県域準

絶滅危惧
新生腹足 タニシ マルタニシ Cipangopaludina chinensis laeta 〇 〇 Ⅱ類

12
県域準

絶滅危惧
異鰓 モノアラガイ モノアラガイ Radix auricularia japonica 〇 〇 準絶

13
県域準

絶滅危惧
イシガイ イシガイ ヨコハマシジラガイ Inversiunio jokohamensis 〇 準絶

14
県域準

絶滅危惧
ザルガイ シジミ ヤマトシジミ Corbicula japonica 〇 〇 準絶

15 要注目 新生腹足 タニシ オオタニシ Cipangopaludina japonica 〇 〇 準絶

16 要注目 異鰓 モノアラガイ コシダカヒメモノアラガイ Lymnaea truncatula 〇 〇 情不

17 要注目 基眼 ヒラマキガイ ヒラマキガイモドキ Polypylis hemisphaerula 〇 準絶

　

№
福井県RDB
カテゴリー

目名 科名 種名 学名
確認記録

1)

1) 福井県RDB…「改訂版 福井県の絶滅のおそれのある野生動植物」（福井県、平成28年）

●は、過去に記録があるが、絶滅したと考えられるもの
2) 国RL     …「環境省レッドリスト2015の公表について」（環境省、平成27年）

・野生…野生絶滅

・ⅠA類…絶滅危惧ⅠA類

・ⅠB類…絶滅危惧ⅠB類

・Ⅱ類…県域絶滅危惧Ⅱ類

・準絶…準絶滅危惧

・情不…情報不足

・地域…絶滅のおそれのある地域個体群
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25 三方五湖の漁業（上） 三方古文書を読む会 
昭和 62 年 

（1987） 

26 三方五湖の漁業（中） 三方古文書を読む会 
平成 2 年 

（1990） 

27 三方五湖の漁業（下） 三方古文書を読む会 
平成 5 年 

（1993） 

28 三方五湖周辺の新田開発 三方古文書を読む会 
昭和 61 年 

（1986） 

29 

D-0910 福井県三方五湖の自然再生に向けた

ウナギとコイ科魚類を指標とした総合的環境研

究 

三方五湖総合研究プロジェク

ト 

平成 24 年 

（2012） 

30 
D-0910 三方五湖総合研究プロジェクト ３

年間のまとめ 

三方五湖総合研究プロジェク

ト 

平成 24 年 

（2012） 

31 特別展 湖の漁具展 三方町立郷土資料館 
昭和 62 年 

（1987） 

32 三方五湖の周辺－浦見川開削の跡－ 三方町立図書館 
昭和 53 年 

（1978） 

33 
福井県三方町におけるウメ栽培の発展と産地形

成について 
水島 一雄 

昭和 54 年 

（1979） 

34 
武蔵大学日本民族史演習調査報告書 XVI 美

浜町日向の生活と伝承 

武蔵大学人文学部日本民俗史

演習 

平成 5 年 

（1993） 

35 久々子の里 中西 正雄 
昭和 56 年 

（1981） 

36 福井縣の農林水産業 農林省福井資材調整事務所 
昭和 25 年 

（1950） 

37 岡田孝雄遺稿集 近世若狭湾の海村と地域社会 岡田 孝雄 
平成 21 年 

（2009） 

38 近代 福井県の桐実と桐油の生産 岡田 孝雄 
平成 5 年 

（1993） 

39 探訪神々のふる里７⃣土着と漂流の神 相賀 徹夫 
昭和 57 年 

（1982） 

40 若越山脈（第４集） 
青少年育成福井県民会議、福

井県企画開発部青少年課 

昭和 52 年 

（1977） 

41 
ラムサール条約湿地「三方五湖」魚類調査の結果

について 
福井県自然保護課 

平成 20 年 

（2008） 
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42 三方五湖水域の魚類相とその特性 多田 雅充、児玉 晃治 
平成 24 年 

（2012） 

43 祭事行事・福井県 高橋 秀雄、金田 久璋 
平成 7 年 

（1995） 

44 若狭路の民話－福井県三方郡編 田中 文雅 
平成 20 年 

（2008） 

45 日本の神々－神社と聖地 第八巻 北陸 谷川 健一 
昭和 60 年 

（1985） 

46 わがふるさと鳥浜 鳥浜郷土誌編集委員会 
昭和 53 年 

（1978） 

47 
福井県神社明細帳（嶺南編）敦賀郡・三方郡・遠

敷郡・大飯郡 
若狭路文化研究会 

平成 13 年 

（2001） 

48 
若狭路文化叢書 第十一集 若狭湾沿岸の産小

屋資料集成 
若狭路文化研究会 

平成 26 年 

（2014） 

49 
若狭路文化叢書 第十二集 水戸天狗党敦賀関

係資料 
若狭路文化研究会 

平成 26 年 

（2014） 

50 若狭路 若狭地方文化財保護委員会 
昭和 38 年 

（1963） 

51 
里山里海 生きるための知恵と作法、循環型の暮

らし 
養父志乃夫 

平成 28 年 

（2016） 

 

 

 


